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はじめに

この報告書は、佐賀県農業基盤整備事業の施行に先がけて、国庫補助金を得

て実施した埋蔵文化財調査報告書であります。

本県では、農業を営む人々の生活基盤を整備するために年間約1，500ヘクター

ル相当の農業基盤整備事業を実施しているところでありますが、事業施行予定

地区内には多くの埋蔵文化財包蔵地が含まれております。本来これらの遺跡は

改変することなく保存きれなければならないものですが、農業基盤整備事業側

と調整を図り最小限度の発掘調査を実施し、記録保存を行なうものであります。

このため昭和61年度農業基盤整備事業施行予定地区について、昭和60年度に

文化財確認調査を行なった結果、縄文時代~江戸時代に至る多くの遺跡が確認

されました。

また、佐賀平野における古地割りの保存のための調査として、昨年度に引き

続き埋没した条里遺構の確認調査を実施しました。

本書に収められた資料を学術資料として、また重要な文化財を県民の共有財

産として大切に保存していくための資料として役立てていただければ幸いです。

この調査にあたって文化庁、県農林部、各市町村の教育委員会 ・土地改良担

当課並びに地元関係各位の深いご理解とご協力に対し 心からお礼申し上げま

す。

昭和62年 3月31日

佐賀県教育委員会

教育長志岐常文



例 C::J 

1 .本書は国庫補助を受け、昭和60年度に調査を実施した佐賀県農業基盤整備事業に伴う文化

財調査報告である。

2.調査は市町村教育委員会の協力を得て、佐賀県教育委員会が行なった。

3.遺構の実iftiJ・写真撮影は調査員が行なった。

4.遺物の実iJliJ・製図 ・報告書作成作業は、県文化課文化財資料室 ・神埼発掘調査事務所で行

なった。

O遺物整理"，・ H ・-・樋口菅子・中村三千代・梅野角子 ・中島美須三 ・三好文子 ・古賀安子

O遺物実測"，・H ・"上滝光子・神田浩子

O製図……………梅野角子 ・三好文子 ・鳥谷智子 ・種浦加代子 ・樋渡瑞枝 ・岩井祥子

5.本文の執筆分担は次のとおりである。

III-5  田平徳栄 Y-3、4 久保伸洋

Y-5、6、7 堤 安信 Y-8  緒方祐次郎

y-g 八尋 実 Y-lO 福田 義彦

Y-ll 川崎吉剛 Y-12 種浦 {I妻

Y-14、15 中島 直幸

他は各調査担当者から提出された確認調査結果の報告票及び実績報告書をもとに徳富則久

が行なった。

6.本書の編集は徳富則久 ・種浦加代子があたった。

凡 例

1 .遺構番号に用いた分類番号は、 ST:古墳、 SB:住居跡 ・建物跡、 SH:竪穴住居跡、

SK:貯蔵穴 ・土壌、 SE:井戸跡、 SD:溝跡 ・溝状遺構、 SX:その他の遺構、 P:柱

穴 ・小土壌、 SJ 土器棺墓、SC:石棺墓である。

2.用いた方位は、地図が座標北、遺構図は磁北である。

3.挿図中の、 .は遺構・遺物包含層が検出された試掘溝、口は遺構・遺物包含層が検出きれ

なかった試掘溝、 一一ーは推定される遺跡の広がりを示す。
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1. 調査に至る経過

1.昭和61年度農業基盤整備事業に伴う文化財確認閤査

(1)農業基盤整備事業に係る協議

県農林部と県文化課が昭和53年4月に締結し、昭和59年4月に一部改正した「農業基盤整備

事業に係る埋蔵文化財の保護に関する確認事項」に基づいて、昭和60年9月に農業基盤整備事

業施行計画について事業担当部局から文化財保護担当部局へ協議を求められた。

昭和61年度の対象地区は、佐賀東部地区(鳥栖市・基山町・北茂安町・三根町・上峰村・神

埼町・千代田町・三田川町・東脊振村・脊振村・三瀬村)635.75ha、佐賀西部地区(佐賀市・

多久市・諸富町・川副町・久保田町・大和町)366.7ha、佐賀南部地区(武雄市・鹿島市・山

内町・北方町・白石町・福富町 ・有明町)479.8ha、佐賀北部地区(伊万里市・西有田町・浜

玉町・厳木町・相知町)90.18ha、佐賀上場地区(唐津市・肥前町・玄海町) 30.84haの合計

1，603.27haて治る。施行主体は、九州農政局上場水利事業所々管の国営、佐賀県農林部所管の

県営、市町村所管の団体営事業に区分される。また、水資源開発公団所管の筑後川下流用水事

業に伴う(神埼町・諸富町)協議もなされた。

(2) 文化財確認調査

協議された設計図について現地踏査の結果をもとに検討を行ない、確認調査の必要な地区と

必要で、ない地区との区別を行なう。次いで遺跡の存在が予測され、確認調査の必要性が認めら

れる市町村(表 1)の教育委員会、土地改良担当課、当該事業を所管する県農林部との第 1回

目の合同四者協議会を県教育委員会が主催して10月15日に開催した。

その合意を経て文化財確認調査を稲刈りが終了する10月下旬から麦の作付けが始まる12月上

旬までの聞に行なったが、農作物の状況によっては調査時期がずれることもあった。確認調査

は原則として、 2mX2mの試掘溝を20m間隔で碁盤目状に設定し、埋蔵文化財の有無、性格、

広がりなどを調査した。

(3) 開発と文化財保護に係る協議

確認調査の結果を検討して詳細な遺跡分布図を作成し、佐賀東部地区736，800m'、佐賀西部地

区33，600m'、佐賀南部地区70，900mヘ佐賀北部地区37，000m'、佐賀上場地区4，200m'の計882，500

Mの遺跡が確認きれた。当該事業と埋蔵文化財保護の調整を図る第 2回目の合同四者協議会を

12月10日に聞いた。その後、昭和61年3月まで各市町村教育委員会が主体となって個別協議が

継続され、 3月10日に第 3回目の合同四者協議会を聞き、昭和61年度の当該事業と埋蔵文化財

保護との最終調整がなされた。これらの調整で、対象遺跡面積545，000m'tこしぽり、この内487，400

Mについては農業基盤整備事業担当部局で盛土法による遺跡の保存をはかるなどの設計変更を

お願いし、残る57，600m'については発掘調査を実施して、記録保存することになった。
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昭和60年度に、市町村教育委員会が実施した発掘調査(表 2)は、 59年度に同様な方法で

確認調査を実施し、農業基盤整備事業担当部局との協議を経てきたものである。

2.埋没条里確認調査

昨年度に引続き、佐賀県教育委員会が主体となって条里地割り等の古地割り調査のための対応

が進められ、その一環として埋没条里確認調査を実施した。調査は、比較的条里が良好な状態で

残っていると考えられる神埼郡神埼町・三田川町 杵島郡白石町・有明町の当該年度工事地区

について実施した。

II.調査組織

1.調査主体

佐賀県教育委員会

2.総 括

局長北村一義県文化課長

次長高島忠平県文化課参事

宮原義幸 県文化課長補佐

尾形善郎 県文化課長補佐

3.庶 務

菊地文夫 県文化課庶務係長

山下行夫 県文化課庶務係

東英明県文化課庶務係

鶴田明美 県文化課庶務係

4.調 査

調査主任木下 巧 県文化課調査第 2係長

調査員 中牟田賢治 県文化課調査第 l係長 福田義彦佐賀市教育委員会

田平徳栄県文化課調査第 2係 中島直幸唐津市教育委員会

蒲原宏行県文化課調査第 2係 藤瀬禎博鳥柄市教育委員会

徳富則久県文化課調査第 2係 石橋新次鳥栖市教育委員会

森田孝志県文化課調査第 2係 西村隆司 多久市教育委員会

種浦加代子 県文化課調査第 2係 盛 峰雄伊万里市教育委員会

立石泰久県文化課調査第 1係 原因保則武雄市教育委員会

七回忠昭県文化課調査第 1係 種j甫 修諸富町教育委員会

川崎吉剛大和町教育委員会

八尋 実神埼町教育委員会
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5.調査協力

佐賀市教育委員会

唐津市教育委員会

鳥栖市教育委員会

多久市教育委員会

伊万里市教育委員会

武雄市教育委員会

鹿島市教育委員会

諸富町教育委員会

大和町教育委員会

九州農政局上場水利事務所

佐賀県農林部

佐賀中部農林事務所

鳥栖農林事務所

武雄農林事務所

鹿島農林事務所

伊万里農林事務所

唐津農林事務所

各市町村土地改良担当課

地元各位

神埼町教育委員会

千代田町教育委員会

東脊振村教育委員会

基山町教育委員会

北茂安町教育委員会

三根町教育委員会

上峰村教育委員会

浜玉町教育委員会

相知町教育委員会
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西有田町教育委員会
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表 1.農業基盤整備事業施行予定地内文化財確認調査一覧表(昭和60年度)

地 区 市町村名 工事地区名 戸斤 在 士也 確認調査面積 調 査 結 果 f旦 当 イ蒲 考

鳥栖 市 麓 第 鳥栖市立石町字山田 4.2ha 古墳時代墳墓を検出 石 橋 山 田遺跡

基山町 園 音日 基山町大字国部字立花・花園 3.2 平安時代土墳 ・小穴を検出 山 田

佐 北茂安町 北茂安東部 北茂安町大字白壁字五本松・一本杉他 25 遺構 ・遺物は検出されなかった オオ水ミ 田

北茂安中部 北茂安町大字江口字五本松他 64 1/ 森田・徳富

北茂安西部 北茂安町大字江口・大宇中津限 38 弥生時代包含層、 古墳~平安土墳・ 溝跡、等を検出 f恵 富

賀 ニ根 町 ニ根西 I 期 ニ根町大字寄人 20 遺構 ・遺物は検出されなかった 七 回

+艮 東 三根町大字西島 29 弥生時代遺物包含層を検出 1~面与、 富

上峰村 上 峰 ヰじ 音日 上峰村大字堤 40 弥生時代住居跡・土墳・小穴を検出 蒲 原

東 神埼町 神埼工区(六丁) 神埼町大字姉川・ 横武 中世溝跡を検出 田 平 環濠集落

1/ (竹原) 神埼町大字鶴・志波屋 193 奈良・平安時代住居跡・ 井戸跡・古代道跡を検出 蒲原 ・田平 中園遺跡ほか

1/ (回道ヶ里) 神埼町大字国道ヶ皇 遺構・遺物は検出きれなかった 木 下

部 千代 田町 千代田工区(直鳥) 千代田町大字余り江・用作・直鳥 107 弥生時代~中世集落跡を検出 堤 柴尾遺跡ほか

東脊振村 東脊振工区(下石動) 東脊振村大字石動字一本松他 35 弥生時代~中世集落跡を検出 久 イ呆 下石動遺跡ほか

村 先 東脊振村大字石動宇一本杉 3.8 室町時代小穴・遺物包含層を検出 久 イ呆

佐 佐賀市 久保泉西部 佐賀市久保泉町大字上和泉 12 弥生~古墳時代溝跡・遺物包含層を検出 福 回 屋形遺跡

カ貝口 久保泉東部 佐賀市久保泉町大字下和泉 12 古墳時代~中世溝跡 ・竪穴を検出 田 平 泉 遺 跡

西 多久市 〉点グ 久 東 音日 多久市東多久町別府・南多久町下多久 25 流れ込みと思われる土器・陶磁器が出土 西 村

音E 諸富町 諸富工区(大堂) 諸富町大字大堂 105 弥生時代~近世の集落跡を検出 種 j甫修 太田本村遺跡

武雄市 武 雄 南 音E 武雄市橘町大字大日字大日 20 遺構・遺物は検出されなかった 原 田

)11 玉支三え 武雄市東川登町大字袴野 46 中世のj義跡・集石等を検出 1/ 

佐 +荷 武雄市橘町大字片白・大日 21 中世の土墳・小穴を検出 1/ みやこ遺跡ほか

鹿島市 西 塩 屋 鹿島市大字音成 2.7 遺構・遺物は検出されなかった 田 平

賀 白石町 白石西第 1 白石町大字馬洗 29 1/ f恵 富

1/ 第 2 白石町大字今泉 24 1/ 1/ 

南 1/ 第 3 白石町大字廿i台 15 中世溝跡・土壌を検出 1/ 吉 村遺跡

1/ 第 4 白石町大字堤 9 中世城館堀跡、 回 平 須古城跡

部 有明町 有 明 第 有明町大字辺回 32 遺構 ・遺物は検出きれなかった 木 下

太良町 点プ 良 太良町大字多良 13.4 1/ 立 石

嬉野 町 嬉 野 西 音E 嬉野町大字岩屋川内 10.1 近世建物跡を検出 中牟田・田平 原の 目IJ遺跡

伊万里市 東 山代 東部 伊万里市東山代町脇野 2.7 遺構 ・遺物は検出きれなかった 盛

佐 境 伊万里市東山代町川内野 8.1 1/ 1/ 

東 山代西部 伊万里市東山代町里 1.5 古墳~平安時代集落跡・包含層を検出 1/ 馬立場遺跡
賀 西有田町 曲 )11 西有田町大字曲川 18 遺構は検出されなかった {恵 富

4ヒ 大 山 西有田町大字大木 18 中世の小穴等を検出 オオホミ 田

浜玉町 白 野 浜玉町大字横田上 4.2 遺構は検出きれなかった 田 平
部 相知町 イ手 岐 佐 相知町大字伊岐佐 7 遺構・遺物は検出きれなかった 木 下

北波多村 北 r皮 多 東 北波多村大字稗田 7 弥生時代包含層・中世小穴等を検出 オオホミ 回 稗田遺跡

佐
唐津市 重 i可 内 唐津市重河内 18.8 遺構・遺物は検出きれなかった 中 島

肥目リ町 遠 見 岳 肥円リ町大字納所 3.3 1/ 田 平
賀

メ寸L I白 肥目リ町大字納所 2.1 縄文時代遺物包含層を検出 1/ 荒 崎遺跡
上
玄海町 イ直 カ芦ロ1 r可 内 玄海町大字値賀河内 2.5 遺構・遺物は検出きれなかった 1/ 

士暴
湯 明' 尾 玄海町大字湯野尾 l 1/ 1/ 

筑用 神埼町 在鳥 神埼町大字鶴 弥生~古墳時代の集落跡を検出 木フ忙県 回

後il|ylt 姉 )11 神埼町大字姉川 遺構は検出されなかった 回 平

下事 二田川町 回 手 二回川町大字国手 遺構 ・遺物は検出されなかった 森 回

流業 諸富町 大 A主U主. 諸富町大字大堂 弥生時代~鎌倉時代の遺物包含層を検出 田 平



表2.昭和60年度発掘調査遺跡一覧表

市町村名 遺 跡 名 田各 号 遺跡の所在地 調査面積 調査主体者 調査担当者 遺 跡 グ〕 内
打廿ムア合

ー キ艮 町 本 分 遺 跡 HON 三養基郡三根町大字西島 800口l' 三根町教委 田 平 弥生時代集落跡

上 峰 村 荷台 石 南 遺 跡 FIM 三養基郡上峰村大字堤字一本松 4，500m' 上峰村教委 鶴田・蒲原 弥生時代集落跡・墓地

松 本 A 遺 跡 MMT(A) 鎌倉 ・室町時代集落跡、
神埼郡東脊振村大字大曲字松本 2，500m' 東脊振村教委 久 イ呆

松 本 B 1、正基金 跡、 MMT(B) 鎌倉・ 室町時代集落跡
東脊振村

西石動 A 遺跡 N I N(A) 神埼郡東脊振村大字石動 弥生~奈良時代集落跡、

字二本杉
4，000m' 東 脊 振村教委 久 f呆

西石動 B 遺跡 N I N( B) 平安・鎌倉時代集落跡

本告牟田遺跡 MMT 神埼郡神埼町大字本告牟田 7，300m' 神埼町教委 八 尋 中世・近世環濠集落跡

神 士奇 町
自ヲ i拘j 遺 跡、 IWO 神埼郡神埼町大字的 6，000m' 神埼町教 委 緒 方 古墳・平安時代~近世ー集落跡

大 石 遺 跡 OIS 神埼郡千代田町大字姉 500m' 千代田町教委 堤 弥生時代遺物包含層

千代田町 上 呈主 井 貝 塚 KKI 神埼郡千代田町大字姉 3，800m' 千 代田町教委 堤 縄文時代~中世集落跡

オ政じミ 尾 遺 跡 SBO 神埼都千代田町大字用作 1 ，200m' 千代田町教委 堤 弥生時代~中世集落跡

佐 賀 市 泉 遺 跡、 IZM 佐賀市久保泉町大字下和泉 1.200m' 佐賀市教委 福 回 中世~近世集落跡

諸 富 町 唐 人 廟 遺 j/>JJ- TZV 佐賀郡諸富町大字大堂字陣内 3，000m' 諸富町教 委 種 i甫修 弥生~古墳時代集落跡

大 平日 町 池の上三本松遺跡、 IUM 佐賀郡大和町大字池上字三本松 1.000m' 大和町教委 I11 崎 中世集落跡

白 石 町 馬洗 上黒 木遺跡 MKK 杵島郡白石町大字馬洗字上黒木 250m' 白石町教委 {恵 富 古代~中世生活跡

見借野中遺跡 MKNO 唐津市見{昔宇野中 古墳・古墳~室町時代集落跡

見 f昔西の 前 遺跡 MKN 唐津市見借字西の前 4，615m' 唐津市教委 中 島 弥生~古墳時代集落跡
唐 i章 市

見借辻の尾遺跡、 MKT 唐津市見借字辻の尾 平安~鎌倉時代水田跡・遺物包含層

名場越後田遺跡、 NAU 唐津市枝去木名場越字後田 1，700m' 唐津市教委 中 鳥 室町時代集落跡、

神 士奇 町J 馬 君日 遺 閥、 MGI 神埼郡神埼町大字鶴 1，800m' 佐賀県教委 森 回 弥生時代~中世集落跡
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1 .鳥栖市(麓第 2地区)
2.基山町(園部地区)
3.北茂安町(北茂安東部地区)
4.北茂安町 (北茂安中部地区)
5.北茂安町 (北茂安西部地区)
6.三根町(三根西 I期地区)
7.三桜町 (三根東地区)
8.上峰村(上峰北部地区)

第2図 佐賀東部地区周辺地形図



(1) 鳥栖市(麓第2地区、第3図)

議第 2地区は、鳥品市主岩町字目白に所在する。?古川の上流部が釘長山系の裾部を削って作

る谷底平野の標高60-80mの水田部に立地する。地区北部は立石古墳群に当っており、また南

部は古墳時代の遺物散布地である山田遺跡として周知されている。

調査は対象地4.2haのうち削平予定地を中心に19ヶ所の試掘溝を設けて実施した。その結果、

第4・5試掘溝で古墳の石室 1基が検出された。上部は後世の開拓で破壊されていたが、腰石

以下が残存しており、出土した杯・査等の須恵器等から 7世紀代の古墳と推定される。

(2) 基山町(園部地区、第4図)
Lゃ(L カsみね

菌蔀地区は、毒自町大字国部字笠耗・花園に所在する。権現山から杓子ヶ峰へ延び、る丘陵と

実}訂から東へ延びる丘陵に挟まれた標高50-53mの水田部に立地する。鳥栖・託崇品道路の西
ぱぱ カザ〉こっ

に接する地区で、地区中央を山下川が東流する。地区南方の丘陵上には馬場古墳群・亀の甲古

墳群等が知られている。

調査は対象地3.2haのうち削平予定部及び水路予定部に32の試掘溝を設けて行なった。その結

果、第17-21及び32試掘溝で土壌・小穴等

が検出された。出土した遺物から、 7-10

世紀の集落跡の存在が推測される。

(3) 北茂安町(北茂安東部地区・北茂安

中部地区・北茂安西部地区、第5・6図)

第3図 鳥栖市麓第 2地区試掘溝配置図
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調査は対象地25haのうち水路予定地に45

の試掘溝を設けて実施した。その結果、表

土層より磨耗した土器細片が出土したほか

は、遺構・遺物ともに検出きれなかった。

北茂安中部地区は、北茂安町大字江口字
ひがLおあげまら

五本松他に所在する。通瀬川が東尾上地集

落付近で、西へ大きく屈折する部分の両岸一

帯に広がる標高約3.1-3.6mの低平な水田

部に立地する。地区の北西部には中世の遺



第4図

物散布地である江口五本松遺跡が存在する。

調査は対象地64haのうち水路予定地に64の試掘溝を設けて行なった。その結果、表土層から

磨滅した土器細片が出土したほかは、遺構・遺物ともに検出きれなかった。
ょんは人まつ なかっくま

北茂安西部地区は、北茂安町大字江口字四本松他・大字中津隈字五本松他に所在する。寒水

川と切通川に挟まれた標高3.5-4.1mの低平な水田部に立地する。地区の南西部は三根町と接

する。調査対象地は北と南の地区に分けられるが、両地区の聞に所在する西寄集落付近には中

世の遺物散布地である西寄遺跡が知られていた。また南の地区には約 1haの溝渠(クリーク)

によって方形に固まれた水田・畑があり(図版 1)、地元の人達の話によると屋敷跡といわれ

ており、環濠集落の存在が予想された。

調査は対象地28haのうち水路予定地及び溝渠に固まれた部分に79の試掘溝を設けて行なった。

その結果、北の地区では三根町との境に計画された水路予定地で表土下に暗灰色粘質土が堆積

しており、この層中から弥生時代中期の費・査が出土したが、遺構は検出できなかった。南の

一 11ー
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上 第 5図 北茂安町東部地区試掘溝配置図 図版 1 北茂安町西寄集落付近(南から)
下 第6図 北茂安町西部地区・三根町三根東地区試掘溝配置図



地区では、上記環濠集落地割りの南方で土壌・議跡・小穴が検出され、古墳~平安時代の須恵器

・土師器・鉄器等が出土した。また溝渠に固まれた水田部で、は中~近世期のものと思われる木

棺墓が検出された。北の地区で弥生時代の遺物包含層が、南の地区で古墳~平安時代の集落跡

及ぴ中近世期の墓地の存在が推測される。

(4) 三根町(三根酉I期地区・三根東地区、第6図)

三根西 I 期地区は、三根町大字醤Xlこ所在する。井t~p川右岸の標高約 3mの水田部に立地す

る。地区南には大宰府議謡慌の寺領である続命院が存在する。

調査は対象地20haに33の試掘溝を設けて行なった。その結果地区中央、井柳川の西に接する

付近で溝跡・黒色土層が検出されたが遺物は出土しなかった。

三根東地区は、三根町大字詰属に所在する。本地区は更に北と南の地区に分けられる。北の

地区は三根町の北東隅、北茂安町と接する標高約3.8mの水田部で、周辺に周知された遺跡は存

在しない。南の地区は寒水川と筑後川に挟まれた標高約 3mの水田部で、地区の西側に接して

弥生時代及び中世の遺物散布地である西島二本杉遺跡が知られていた。

調査は対象地29haのうち水路予定地に60の試掘溝を設けて行なった。その結果、北の地区の北

茂安町との境に計画された水路予定部で弥生時代中期の土器を包含する暗灰色粘質土層が検出

されたが、遺構は検出できなかった。

(5) 上峰村(上峰北部地区、第7図)

上峰北部地区は、主蕗村大字選に所在する。寒水川上流の訪通川によって作られた中位段丘

縁辺部、標高18-23mの水田部に立地する。当地区は著名な船石遺跡の周辺地区にあたる。

船石遺跡は昭和57年度に上峰村教育委員会によって発掘調査が実施された遺跡で、弥生時代中

期の住居跡・土器棺墓・支石墓 古墳時代中期の円墳等が検出されている。また地区南西の船石

南遺跡は昭和60年度に発掘調査が実施され(本書58頁)、約500基の土器棺墓や住居跡の存在が

判明した。

調査は対象地40ha~こ 268の試掘溝を設けて行なった。その結果、船石遺跡の立地する丘陵の

縁辺部で弥生時代を主体とする住居跡・土墳・小穴等多数が検出された。今回確認された遺跡

は昨年度の確認調査で判明した遺跡に連続するもので、船石遺跡の縁辺部及び船石南遺跡の北

端部にあたるものと思われる。

(6) 神埼町(佐賀東部地区六丁工区・竹原工区・国道ヶ里工区、第8・12図、図版2・3) 

尖T工区は、神蕗町大字詰;i1.積誌に所在する。東西を坂房、川と話、品企川に、南北を長崎本
線と国道34号線に固まれた標高約3.4mの低平な水田部に立地する。地区一帯には縦横に溝渠(ク

リーク)が走り、その中に環濠集落が分布している。環濠集落については、昭和60年度神埼町

教育委員会により法書牟白環濠集落の一部が調査きれ(本書74頁)、その実態が明らかになり

つつある。当地区にも、南北朝時代の築造と伝えられる姉川城を始め、下穴丁・上六丁や、伝柳

- 13-
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第8図 神埼町六丁工区試掘溝配置図



...図版2 神埼町六丁工区(東から) 企図版3 神埼町竹原工区(東から)

後城跡・伝宝蔵寺跡等の環濠集落が存在する。

調査は、対象地130haのうち水路予定地を中心に130の試掘溝を設けて行なった。その結果上

記環濠集落の要注意地区の他に、姉川城北方の第98・99試掘溝及び上六丁と下六丁集落の聞の

第33・35試掘溝で溝跡が検出され、中世の土師器・ 5頁恵器・陶器が出土した。本地区について

は、佐賀平野低湿地部の開発過程を解明する鍵といっても過言でなく、環濠集落の保存問題も

含めて考えていかなければならない。

将殿地区は、神埼町大字通.主点量に所在する。城原川の中位段丘にあたり、三平長川と善

野干皇丘陵に挟まれた標高 8-15mの水田部に立地する。真説集落北側にはほぼ東西に走る古

代道と推定される遺構が、道路幅9-15m、長さ150mに渡って確認された。吉野ヶ里丘陵上の

古代道推定部にも切通しが見られるが、この聞は道路跡としての地割りは不明瞭で、あるJ馬郡か

は古代馬飼部の居住に因むという説がある。吉野ヶ里丘陵東にある古代寺院の辛上廃寺の存在

等、古代官街との関連が考えられる地区である。また、吉野ヶ里丘陵では神埼工業団地の造成

に先立ち確認調査が実施されたが、その結果縄文~江戸時代に至る広範な遺跡の存在が確認さ

れており当地区にも広がっているものと思われる。

調査は対象地63haのうち水路予定部及び削平予定部に約300の試掘溝を設けて行なった。その

結果、地区のほほ、全域で住居跡・井戸跡・土壌等が検出きれ(第12図)、弥生土器・須恵器・

土師器等が出土した。特に注目されるものとしては、 Aの地区では鉄津を伴う小穴が検出され

ており、小鍛冶跡が存在する可能性がある。また、馬郡集落の北側では版築状の層序を持つ



第12図 神崎町竹原工区試招溝配置図
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遺構が検出きれており、大形の建物跡の存在が考えられる。地区の東側には南北に遺構が検出

されていない部分があるが、この部分は層序から河川跡であろう(第11図)。

馬郡集落の北側の古代道推定地部分に設けた試掘溝の状況は第13図の通りである。古道と思

われる部分の幅は、広いところで6.4m、狭いところで3.4m、道路跡中央にいくほど土がしま

っている。道路跡両側には側溝を有する。遺物としては側溝より土師器片数点が検出されたの

みである。また、当地点と吉野ヶ里丘陵切通し部の中間付近に設けた試掘溝では、幅1.6mの狭

小な同様の道路敷遺構が検出された。このように竹原地区では 7-8世紀を中心とする遺跡及

び推定古代道が検出されており、更に古代官街との関連も考えられる。

回道ヶ里工区は、神埼町大字田道ヶ里に所在する。国手川と三本松川に挟まれた標高 6m前

後の低平な沖積平野に立地する。地区西北方には古代~中世の遺物散布地として知られる本堀
あさひ

朝日遺跡が存在する。また当地区一帯には整然とした条里的地割りが遺存しており、 ホ国道ヶ

里砂も条里制に起因する地名である。

調査は対象地43haのうち水路予定地に52の試掘溝を設けて行なった。その結果明瞭な遺構・

遺物は検出きれなかった。

(7) 千代田町(佐賀東部地区直鳥エ区、第16図)

直鳥工区は、♀代品町大字奈り在 ・周年.雀属

に所在する。城原川右岸の標高3.5m前後の低平な

沖積平野である。調査対象地には弥生時代及び中

世の遺物散布地である直鳥四本松遺跡 ・川崎遺跡

-柴尾遺跡が所在する。また、地区南側の主要地

方道佐賀 八女線ぞいに柴尾・余り江等、地区北

側には下直鳥等の環濠集落が見られる。昭和60年

度に柴尾集落の南側で柴尾遺跡の発掘調査が実施

された(本書70頁)。

調査は対象地107haのうち南半部の水路予定地

を中心に148の試掘溝を設けて行なった。その結

果、川崎及び柴尾集落付近の周知きれていた遺跡

の部分で遺構が検出され 弥生土器・須恵器・土

師器が出土した。それぞれの地点で弥生時代~中

世の遺跡の存在が推測される。

(8) 東脊振村(佐賀東部地区下石動工区・村先

工区、第17図)
しもいL令り フがしせ;， 1)

図版4 千代田町柴尾地区航空写真

図版5 千代田町下直鳥地区航空写真

下石動工区は、東脊振村大字石動字二本松・三本松 ・四本松に所在する。国手川東岸に形成

された河岸段丘上の標高34-38mの水田部に立地する。地区一帯は、弥生~古墳時代の遺跡が

-18一



密集している。地区内にも石動二本松・石動三本松・石動四本松遺跡等が知られており、また

地区北側の下石動遺跡、については 九州横断自動車道に係る調査で弥生時代~中世の集落跡が・

確認されている。

調査は対象地35haに155の試掘溝を設けて行なった。その結果、地区全域にいくつかのまと

まりをもって遺構が検出された。出土した遺物からこれらの遺跡は中世を中心とする弥生時代

~中世の集落跡と考えられる。

持莞工区は、東脊振村大字石動字一本杉に所在する。国手川に東から流れ込む小河川によっ

て作られた小扇状地上の標高65-100mの水田部に立地する。周辺には古墳時代後期の古墳群

が分布している。

調査は対象地3.8haに20の試掘溝を設けて行なった。その結果、約600m2の広がりをもっ室町

期の生活跡が検出された。検出された遺構は20cm大の小穴で、その上に土師器・陶磁器細片を

含む包含層が確認された。地区東側にホ東ノ域。という山があり、中世山城に関連した遺跡の

可能性がある。

図版6.東脊振村下石動工区

航空写真

耕 作 土

暗縄色砂質製土

!!.¥褐色砂質主産土

略褐色砂質宅産土

明褐色砂質援土

第14図

下石動工区基本土層図

19 -

耕作土

時掲色唆質砂土
(j立物包含層)

明褐色砂質壌土
o也山)

第15図

村先工区基本土層図



第16図 千代田町千代田工区試掘議配置図



0・ 10Om

第17図 東脊振村下石動工区試掘溝配置図



2.佐賀西部地区の調査

1 .佐賀市(久保泉西部地区)

2.佐賀市(久保泉東部地区)

3 .多久市(多久東部地区)

4.諸富町(諸富工区)

第18図 佐賀西部地区周辺地形図
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(1)佐賀市(久保泉西部地区・久保泉東部地区、第19・20図)
1すみ か;.. いずム ニ せ

久保泉西部地区は、佐賀市久保泉町大字上和泉に所在する。巨勢川の支流等が作る複合扇状

地上の標高13-16mの水田・畑地に立地する。地区一帯は縄文時代~近世までの遺跡が密集し

ている地域である。当地区も北側で屋形遺跡、南側で草場遺跡という弥生時代~中世の遺物散

布地が周知されていた。

調査は対象地12haのうち水路予定地及び削平部分に52の試掘溝を設けて行なった。その結果、

久保泉小学校西側の水谷'にあたる部分で溝跡・遺物包含層が検出され、弥生土器・土師器が

出土した。北部丘陵からの流れ込みとも考えられる。

久保泉東部地区は、佐賀市久保泉町大字予和菜に所在する。県道脊振一佐賀線の東に接する

標高約 9-11mの複合扇状地上の水田部に立地する。地区一帯は弥生~古墳時代及び中世の遺

物散布地である泉遺跡・上和泉遺跡として知られており、地区南側では昭和60年度圃場整備事

業に伴って発掘調査が行なわれている(本書77頁)。

調査は対象地12haに76の試掘溝を設けて行なった。その結果対象地南側の微丘陵部分に 3ヶ

所の遺跡が確認きれた。 A地区で確認された遺構は小穴 1個で、遺構の密度は疎であると思わ

れるが、土師器片は多く散布していた。 B地区では竪穴が検出され古墳時代の土師器が出土し

た。 C地区は、 A.B地区の東の丘陵で溝跡・竪穴が検出され、古墳時代~中世の土師器が出

土した。 A-C地区合わせて約12，OOOm'の古墳時代~中世の集落跡の存在が推測される。

ロ

に;11ヱ
第19図 佐賀市久保泉西部地区試掘溝配置図
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第20図 佐賀市久保泉東部地区試掘溝配置図

(2) 諸富町(諸富工区、第21図)

諸富工区は、話量町大字芙量に所在する。佐賀市・諸富町境をなす薪聞と県道神埼一諸富線

に挟まれた標高2.3-2.8mの沖積平野に立地する。地区中央に位置する尖白ま詩集落は、享禄

年間(1528-1532)に太田資元が下向してきてそのまま土着したと伝えられる太田城跡と推定

されており、また当集落一帯は弥生~古墳時代の遺物散布地としても知られている。

調査は対象地105haのうち水路予定地に89の試掘溝を設けて行なった。その結果、 3ヶ所で

遺跡の存在が確認された。地区北西部に設けた第19-24試掘溝からは溝跡・小穴が検出きれ、

弥生時代終末期土器、 6-8世紀の須恵器・土師器、中世の土師器・ 青磁・白磁等が出土した c

また太田本村集落東側の第8-14・81-84試掘溝で井戸跡・溝跡・小穴が、集落西側の第 1-

6試掘溝で小穴がそれぞれ検出され、弥生土器、中世~近世の土師器・瓦器・ 青磁・白磁等が

-24 



2.72 

ロ-
ロ
ロ「

w

2.66 

諸富町諸富工区試掘溝配置図第21図

出土した。それぞれの地区で弥生時代~近世の広範な集落跡の存在が推測され、特に中世~近

世期の集落跡の存在は太田城跡との関係で注目される。

多久市(多久東部地区)
〈 べ A みな;.たく Lもたく いまで

多久東部地区は、多久市東多久町大字別府・南多久町大字下多久に所在する。今出川と別府

(3) 

川によって形成された緩やかな傾斜をもっ扇状地状の水田部で、標高は約 8-15mである。対

象地区の600mほど北の地点には縄文~古墳時代の集落跡である大工田遺跡が、今出川を隔て

て西へ500mの地点には58年度に調査を実施した摺ヶ元遺跡(古墳時代前期)、更に西へ300mの

所に制;蕗詰量遺跡(弥生・平安時代集落跡)が所在する。また地区一帯は、条里地割りがよく

(第22図)。

調査は対象地25haのうち水路予定地及び肖Ij平部に248の試掘溝を設けて行なった。

れ込みによると思われる縄文土器・弥生土器・土師器・青磁等が出土したが、遺構は検出されなかった。

25 

その結果、流

残っている
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第22図 多久市多久東部地区試掘溝配置図

-26-



3.佐賀南部地区の調査

1 .武雄市(武雄南部地区)
2.武雄市(橘地区)
3.武雄市 ο11登地区)
4. 白石町(白石西第 l期地区)
5.白石町(白石西第 2期地区)
6.白石町(白石西第3期地区)

第23図 佐賀南部地区周辺地形図
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① 馬洗上黒木造跡
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第24図 武雄市橘地区試掘溝配置図

(1) 武雄市(武雄南部地区・橘地区・川登地区、第24・25図)
丈けお!:t，:rr.. だいにち 弓「かく

武雄南部地区は、武雄市橘町大字大日字大日に所在する。六角川左岸の標高4-5mの水田
1やしぞえ しzう まえ

部に立地する。当地区の下流部には林副遺跡・庄の前遺跡が存在する。

調査は対象地20haのうち水路予定地に15の試掘溝を設けて行なった。その結果、流れ込みと

考えられる若干の遺物のほかは遺構・遺物ともに検出きれなかった。
かたじろもで おのは勺

橘地区は、武雄市橘町大字片白字茂手・大字大日字小野原に所在する。六角川と東川に挟ま
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第25図

れた標高5.3-8.0mの水田及び畑地である。六角川の自然堤防上には弥生時代~中世の遺跡が

広がっている。本地区内にも茂手遺跡・みやこ遺跡・小野原遺跡が知られている。

調査は対象地21haのうち水路予定地に64の試掘溝を設けて行なった。その結果、調査地区南

部、九州横断自動車道計画路線の南側に設けた試掘溝より井戸跡・土墳・溝跡・小穴等が検出

され、弥生土器・磁器が検出された。約30，OOOm'の広がりをもっ中世を中心とする集落の存在

が推測される。
ひカしかわのぼり 帥まの しおみ

川登地区は、武雄市東川登町大字袴野に所在する。六角川の上流部の潮見川と国道34号線が

ハ叫
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交差する付近の標高23-30mの水田・畑地に立地する。対象地内に舌詰遺跡(中世城館跡)

・二又遺跡(縄文時代遺物散布地)が知られていた。

調査は対象地22haのうち水路部及ひ、削平部に約70の試掘溝を設けて行なった。その結果、対

象地中央に設けた 4地点の試掘溝より溝跡・集石遺構・小穴等が検出きれ、土師器・陶磁器・

滑石製品等が出土した。それぞれの地点で中世の集落跡の存在が推測され、特にAの地点は吉

祥寺跡、 Bの地点、は射争議と称きれており遺跡との関連が考えられる。

(2) 白石町(白石西第 1期・白石西第2期・白石西第3期・白石西第4期地区)

白石西第 1期地区(馬田地区)は、白石町大字馬洗に所在する。杵島平野の北部、六角川左

岸の標高約 2mの低平な沖積平野上に立地する。地区北西端には、古代~中世の遺物散布地で

ある馬田遺跡が含まれており、また北東方の今泉集落付近も同時代の遺物散布地、今泉遺跡が

知られていた。

調査は対象地29haのうち水路部及ぴ削平される微高地部分に54の試掘溝を設けて行なった。

その結果、地区南部の墓地南側に設けた試掘溝で溝跡・落ち込み状遺構、その東部に設けた試

掘溝より杭列が検出された。遺物としては磨耗した土器小片・土錘等が出土しているが、埋土

の状態から近世期以降のものと考えられる。

白石西第 2期地区 (伊ヶ代地区)は、白石町大字今泉に所在する。白石西第 l期地区の東に

接する標高約 2m前後の低平な水田部に立地する。当該地区の北東部に接して古代~中世の遺

物散布地として知られる今泉遺跡が、地区南方の多国集落を中心とした地域には弥生~室町時

代の遺物散布地多国遺跡が知られていた。また地区一帯は条里的地割りもよく残っている。

第26図 白石町白石西第 3期地区試掘溝配置図 V 
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調査は対象地24haのうち水路予定部に29の試掘溝を設けて行なった。その結果地区南部に設

けた試掘溝より溝跡・土壌が検出され、染付・合子・土器が出土した。これらの遺物は比較的

磨耗を受けていないことから近くに江戸時代の集落跡が存在するものと考えられる。

白石西第 3期地区(第26図)は、白石町大字廿治に所在する。杵島平野の中央部、標高 2m

前後の低平な水田部に立地する。当地区内に所在する吉村集落付近は中世の遺物散布地、吉村

遺跡として知られていた。

調査は対象地15haのうち水路予定部に29の試掘溝を設けて行なった。その結果地区東部に設

けた第4試掘溝より土墳状遺構が検出されたが遺物は出土しなかった。地区中央の第4試掘溝

では小穴、第10試掘溝では暗灰色の深い堆積が見られ、竹・木片が出土した。地区西部の第15

試掘溝で落ち込み状遺構が検出され、土師器等の土器が出土した。溝渠を挟んで南の第19試掘

溝では土績が検出され、 13世紀頃の青磁碗・土師器が出土した。地区西部を中心に中世の集落

跡の存在が推測される。また、地区内には 2基の板碑(1基は庚申塚)が存在し注意を要する。

白石西第4期地区(第27図、図版7)は、白石町大字堤に所在する。杵島山東麓の標高3.1-

第27図 白石町白石西第4期地区試掘溝配置図
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3.7mの水田部に立地する o地区一帯は弥生時代~中世

の遺物散布地である堤遺跡として知られ、また地区南

方の独立小丘陵は隆城跡として知られる。隆城は、高
すニ

城・須古城とも呼ばれ、文治 3 (1187)年に白石五郎

通益が築城したと伝えられ、その後天文年間(1532-

1554)にこの地に移ってきた平井氏の居城となり、天

正 2 (1574)年以降の龍蓮寺氏の攻撃によって落城、

龍造寺氏の居城になった。隆城の東には外堀跡が残 t)、

また北と南には外堀跡の地割りが残る。
図版 7 白石町白石西第4期地区(南から)

調査は対象地 9haのうち水路部及び外堀跡にあたる部分に20の試掘講を設けて行なった。そ

の結果堀跡と思われる部分の北側に沿って土塁と考えられる高まりが見られた。遺物は出土し

なかった。

(3) 有明町(有明第3地区)

有明第3地区は、有明町大字辺回に所在する。杵島平野南部の標高2.3-2.5mの低平な沖積

平野部に立地する。地区西方の杵島山系東麓には稲佐遺跡や稲作古墳群等多くの遺跡が知られ

ており、当地区内にも弥生時代~中世の遺物散布地である辺田二本松遺跡、が知られていた。

調査は対象地32haのうち水路予定地に14の試掘溝を設けて行なった。その結果、遺構・遺物

ともに検出きれなかった。

(4) 鹿島市(西塩屋地区)

西塩屋地区は、長屋市大字善説に所在する。多良岳山麓から放射状に走る小丘陵によって区

分される谷平野のうち七浦漁港に面する地区である。地区を挟む丘陵上には念回遺跡・草場遺

跡等の縄文~弥生時代の遺物散布地が知られていた。

調査は対象地27haのうち草場遺跡縁辺に当たる部分に 8の試掘溝を設けて行なった。その結

果、遺構・遺物ともに検出きれなかった。

(5) 太良町(多良地区)

多良地区川原工区は、長良町大字多良に所在する。多良川によって作られた平野部のうち、

多良川右岸の標高19-30mの地区である。周辺の丘陵上には喜三郎遺跡等の縄文時代の遺物散

布地や城跡等が所在する。

調査は対象地13.4haのうち削平部を中心に30の試掘溝を設けて行なった。その結果、遺構・

遺物ともに検出きれなかった。

(6) 嬉野町(下岩屋地区、第28図)
ゥIII円 いわやがわち しおた

下岩屋地区は、嬉野町大字岩屋川内に所在する。塩田川の河岸段丘上の標高80-98mの水田

部に立地する。地区一帯は、迂遺跡・涯の前遺跡・白う韻遺跡・省主白遺跡等縄文時代の遺物
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散布地が知られていた。

調査は対象地lOhaに15の試掘溝を設けて行なった。その結果、地区東部に設けた試掘溝から

遺構・遺物が検出された。第4・11試掘溝からは石組遺構が検出され、土師器等の土器が出土

した。また、第 7・8試掘溝からは縄文土器・土師器等が出土した。

以上のことから、地区の最高部にあたる一帯に約2，500m'の近世の生活跡が存在することが

推測される。

第28図
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4.佐賀北部地区の調査

1 .伊万里市(東山代東部地区)

2.伊万里市(東山代西部地区)

3.伊万里市(境地区)

4.西有田町(曲川地区)

5.西有田町(大山地区)

6.西有田町(切楠農道)

第四図 佐賀北部地区周辺地形図

7 浜玉町(横田土地区)

8.相知町(伊岐佐地区)

9.北波多村(稗田地区)
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(1) 伊万里市(東山代東部地区・東山代西部地区・境地区)

東山代東部地区は、借芳生市策日托町鼠品に所在する。伊万里湾に向かつて北流する脇野川

によって形成された標高7-22mの小扇状地で、棚田として利用されている。対象地の南西0.8km

には旧石器~縄文時代の生活遺跡である旨説日部長遺跡が存在する他、周辺には砦声日貝塚や
て句 だ

寺田貝塚等が知られている。

調査は対象地1.5haに19の試掘講を設けて行なった。その結果、表土下約20cmで込大ノl、の岩石を

含む礁層が検出された。このことから脇野川の氾濫原にあたると考えられ、遺構・遺物は検出

きれなかった。

東山代西部地区(第30図)は、伊万里市東山代町里字馬立場に所在する。国見山系から東流

する里川によって形成された小扇状地の扇頂部付近、標高22-24mの部分に立地する。

地区周辺は伊万里市内でも比較的遺跡の多い地域で、原始~近世に亘る様々な遺跡が点在し

ている。南方には白蛇山岩陰遺跡や岩戸山貝塚が、東方0.7kmには昭和59年度に伊万里市教委に

よって調査された美樹.~~遺跡が 地区の南西0.5kmlこは近世自民氏の居館跡とf云えられる鹿山館

跡が所在し、その家臣団の居住地が地区の北方0.2kmの里丘陵上に所在する。

調査は地区の東に隣接する地区で、古墳時代前期の小貝塚が発見されたため、対象地2.7haの

鹿山堤

0 
ト一一「一一一「一一一「一一「ーー一→

第30図 伊万里市東山代西部地区試掘溝配置図
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うち約 1haについて13の試掘溝を設けて行なった。その結果、表土

下約20cmで、厚さ20-60cmの黒色粘質土の遺物包含層が検出された。

層中から弥生時代終末期 ・古墳時代前期 ・平安時代後期の遺物が出

土した。特に平安時代後期の小銅銭(双鳥唐草文鏡)が出土したこ

とは特筆される。東西50m、南北50mの2，500m'の広がりを持つ遺

跡の存在が推定される。

境地区は、伊万里市東山代町大字川内野字境に所在する。国見岳

南麓を西流する士、佐川によって開析された標高160-210mの谷水田

可V 、.，

県補色申占官{土

賞褐色砂質粘土

臭事(品ill色物粘包Tfi航機土
含層)

'IIi縞色砂障壁土

の傾斜面に立地する。地区の北東部は文珠原と呼ばれる標高500m 第31図 伊万里市東山代西部

程の準高原が広がっており、縄文時代~中世の遺跡群や、中世松浦党 地区基本土層図

関連の遺跡として著名な白ン尋遺跡が所在する。

調査は対象地8.1haに10の試掘講を設けて行なった。その結果、中~近世の開墾による削平を

受けており、遺構 ・遺物ともに検出されなかった。

(2)西有田町(曲川地区・大山地区・切楠農道、第33図)

曲川地区は、西有田町大字曲川に所在する。有田川の支流蔵宿川

が国見山系東麓を削って作った谷水田で、標高は51-107mである。

地区北側の丘陵上~裾部にかけて所在する縄文時代の遺物散布地で

ある釜砦遺跡 ・町長遺跡・積久保遺跡をはじめ、地区周辺には多く

の遺跡が存在する。

調査は対象地18haのうち、水路部及び削平予定部に80の試掘溝を

設けて行なった。その結果、地区西方で近世期以降に解体された家

の跡と思われる遺物包含層が検出された。 また、 地区東部て、ソj、穴 l

が検出されたが遺物は出土しなかった。

耕作 土

褐色
-H古宇品色iJ.1.暗壁土

明褐色粘質土

第32図 西有田町曲川地
区基本土層図

大山地区は、西有田町大字尖去に所在する。有国川の支流、出縁寺Jljが国見山系東麓を削っ

て作る扇状地上に立地する。標高は42-60m。地区周辺には多くの遺跡が存在し、当地区内に

も北側lこ白半遺跡、西側に東園遺跡という縄文時代の遺物散布地が知られている。

調査は対象地18haのうち、削平を受ける部分に94の試掘溝を設けて行なった。その結果、 4

箇所から遺構 ・遺物が検出された。遺構は小穴及び土壊で、遺物は少数の陶磁器片等が出土し

ており、 中~近世の集落跡と考えられる。

切楠農道については、昭和61年度工事予定地区について踏査を行ない、遺跡の存在カ、考えら

れた西有田町大字曲川の1地点について調査を実施した。本地区は、国見山系の一支峰穴美喜

(標高707.4m)から東に延びる丘陵尾根上(標高120-130m)にあり、みかん固として利用さ

れている。当地区は旧石器時代の遺物散布地である矢杖遺跡として周知されており、踏査時に
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(3) 浜玉町(横田上地区)

横田上地区は、撰宝町大字積白主に所在する。議山東方、横田川右岸の小丘陵上に立地する。

本地区は、みかん園造成に先立って確認調査を実施した。本地区は弥生~古墳時代の遺物散布

地・墳墓である旨品遺跡として知られていたが、後世の開削によってかなり削平を受けている

ものと思われた。

調査は対象地4.2haに20の試掘溝を設けて行なった。その結果、丘陵上より近世の改葬による

拾い残しと思われる人骨・釘が検出された。また丘陵下部では、土師器・須恵器が出土したが、

遺構は検出きれなかった。

(4) 相知町(伊岐佐地区)
おう九 いき

伊岐佐地区は、相知町大字伊岐佐に所在する。伊岐佐川によって形成された谷水田のうち、

左伊岐佐川左岸及び伊岐佐下集落南側の水田部について調査を行なった。周辺の水田部に立地

する遺跡としては、昭和58年度に調査を実施した伊岐佐中原遺跡、昭和59年度の伊岐佐伊良尾

遺跡、が存在する。

調査は対象地7haに56の試掘溝を設けて行なった。その結果、明瞭な遺構・遺物は検出きれ

なかった。

(5) 北波多村(稗団地区、第34図)

稗団地区は、 jt最多村大字議白に所在す ωる。松浦川の支流話通勤11が作る徳須恵盆地の東部、

標高3.8-4.8mの水田部に立地する。今回の調査地区の南西微丘陵上には弥生時代~中世の遺

物散布地である稗田遺跡が、北部水田には弥生時代~古代の遺物散布地である川畦遺跡、が知ら

れていた。また昭和13年 2月の河川改修事業の際発見された徳須恵支石墓群からは、十数基の

支石墓が検出され銅鉾等多数『

の遺物が出土している。

調査は対象地7haに16の試

掘溝を設けて実施した。その

結果対象地南側の水路予定地

に設けた試掘溝より柱穴・遺

物包含層が検出され、白磁碗

・天目・土師器杯が出土した。

種田遺跡、の北端にあたる部分

と思われ、鎌倉~室町時代の

集落関連の遺跡の存在が予想

される。

第34図 北波多村稗団地区試掘溝配置図
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5.佐賀上場地区の調査

1 .唐津市(重河内地区)

2 肥前町(今泊地区)

3.肥前町(遠見岳地区)

4.玄海町(湯野尾地区)

第35図 佐賀上場地区周辺地形図

① 名場越後回遺跡、

② 見{昔野中遺跡

③ 見f昔西の前遺跡

④ 見f昔辻の尾遺跡
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(1)唐津市(重河内地区)
びろた

重河内地区は、唐津市重河内に所在する。松浦川の支流広田川が作る谷水田と、それを囲む

丘陵上に立地する。丘陵上には旧石器時代の遺物散布地著牟白遺跡が、 iiノ路地区には旧石器
~縄文時代の義挙遺跡・菅牟田菓謡遺跡・誉主節洞穴等が、また一帯には室町~江戸時代の積

石状墓地遺構も分布している。

調査は対象地12.8haに43の試掘溝を設けて行なった。その結果、黒曜石・安山岩剥片・陶磁

器(唐津・伊万里)・陶枕等の散布が見られたが、遺構は検出きれなかった。周辺の丘陵上に縄

文時代・中世の遺構が存在するものと考えられる。

(2) 肥前町(今泊地区・遠見岳地区)
、ぜん の弓さ とう み

今泊地区は、肥前町大字納所に所在する。遠見岳の西側に広がる台地上に位置し、旧石器~

縄文時代の遺跡が濃密に分布する地域で、いたるところに黒曜石の散布が見られるという状況

で、ある。

調査は対象地 2haに60の試掘溝を設けて行なった。その結果、 A地区で小範囲に比較的良好

な石器・石材の包含層が確認された。また、 B地区では 1ヶ所径約 2mの不整円形土墳と縄文
A島内さき

早期の土器片が若干検出きれた。広義の荒崎遺跡に含まれる。
の弓さ

遠見岳地区は、肥前町大字納所に所在する。

調査は対象地3.4haに70の試掘講を設けて行なった。その結果、長田溜周辺遺跡にあたり石鎌

・黒曜石片の出土をみたが、包含層がほとんどなく良好な保存状況ではなかった。

両地区あわせて遺物は黒曜石片が大部分で まれにサヌカイトが混じり、石器は縄文時代の

石織が約50点と圧倒的に多く ほかは石きじ 1点と今泊地区の縄文土器片数点である。

(3) 玄海町(湯野尾地区・値賀河内地区)
げ人かい ゅのお

湯野尾地区は、玄海町大字湯野尾に所在する。座川上流の台地上にあり、旧石器~縄文時代

の遺物散布地と思われる湯野尾下溜遺跡にあたる。

調査は対象地 1haに約100の試掘溝を設けて行なった。 その結果、黒曜石片がまれに出

土する程度で石器は出土しなかった。遺構も認められなかったが試掘溝の 1ヶ所から弥生時

代中期の察片 1点が出土した。周辺を探ったが、耕作により遺構は荒されており不明である。

値賀河内地区は、玄海町大字危負荷内に所在する。

調査は対象地2.5haに約20の試掘溝を設けて行なった。その結果、遺構・遺物とも全く認めら

れなかった。
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6.筑後川下流用水事業に係る調査

筑後川下流用水事業に伴う埋蔵文化財確認調査は、佐賀東部導水路の神埼町鶴地区・三田川

町田手地区、英語由幹線水路の神埼町姉地区・諸富町大堂地区について実施した。

(1)佐賀東部導水路

鶴地区(第36図)は神埼町大字通に所在する。昔品2皇丘陵西端部の標高約9.5mの畑地で、
弥生~室町時代の集落・墓地である吉野ヶ里遺跡の範囲に含まれていた。対象地の西側の水田

部は同年度に発掘調査を行なった馬郡遺跡、 1区にあたる(本書86頁)。

調査は長さ26m、幅11mの水路対象地に 3の試掘溝を設けて行なった。その結果、すべて

の試掘溝から土壌・柱穴が検出され、弥生土器(襲・査)、土師器(杯・高杯・嚢)、須恵

器(杯)が出土した。予定地内の300m'に主に弥生時代から古墳時代にかけての遺跡の存在が

確認された。

田手地区は三田川町大字田手に所在する。吉野ヶ里丘陵東端部の標高約11mの畑地である。

調査は長さ10m、幅11mの対象地に lの試掘講を設けて行なった。その結果、遺構・遺物とも

に検出きれなかった。

(2) 大詫間幹線水路

姉川地区は神埼町大字錦町に所在する。国鉄長崎本線と国道34号線に挟まれた標高約3mの

水団地帯である。対象地の北側に積足首来語未遺跡、南側に品白城 西側に姉川城等の環濠集

落が所在する。

調査は長さ800m、幅46mの水路予定地に18の試掘溝を設けて行なった。その結果、耕作土

より磨滅した土器の細片が数点出土したのみで遺構は検出きれなかった。

大堂地区は諸富町大字大量に所在する。佐負立川南側の標高約2mの水団地帯である。対象

地の東側に隣接して弥生~古墳時代の集落跡である菜白挙結遺跡及び中世の館跡である太田城

が存在する。

調査は長さl，OOOm、幅31mの水路予定地に22の試掘溝を設けて行なった(第21図)。その結果、対

象地北側の3ヶ所の試掘溝から弥生~古墳時代の遺物包含層が検出された。この遺物包含層は

灰褐色~黒色土で厚きが約60-70cmほどあり、多量の弥生土器・土師器・陶磁器が含まれてい

た。水路予定地内に約2，100m'の弥生~鎌倉時代の遺跡の存在が推測される。
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第36図 神埼町鶴地区試掘溝配置図
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N.埋没条里確認調査

1.調査の概要

昭和59年度に引続き埋没条里の確認調査を実施した。調査対象地は佐賀平野のうち比較的良

好な状態で条里地割りの遺存している神埼郡神埼町・三田川町、杵島郡白石町・有明町の当該年

度工事地区である。

調査の結果、神埼町田道ヶ里地区では湿地であったろうと考えられる土層と湾筋と考えられ

る溝跡が、本告牟団地区で環濠集落に伴う生活跡、三田川町では時期不明の溝跡、白石町でも

時期不明の溝跡、有明町では条里に関係すると思われる遺構は検出きれなかった。なお今回の

調査については、計画立案・調査等、佐賀大学教育学部日野尚志先生の御助言と御協力をいた

だいた。

2.調査の内容

(1)神埼町

神埼町は国道ヶ里地区・本告牟田地区について調査を行なった。

回道ヶ里地区(第38図)は、神埼町大字国道ヶ里に所在する。神納集落の南西部一帯が工事

の対象となったため調査を実施した。当該地区内には周知の遺跡は存在しないが、地区の北側

に本堀朝日遺跡、西に小津ヶ里遺跡という古代~中世の遺物散布地が所在する。当該地区の条

里的地割りをみてみると、周辺の良好な遺存状態に比較して、本地区では不分明である(第37図)。

現在の神埼町中心街方面から流れてきた数条の溝渠が、本地区で南東流して三本松川へ合流し

ている。標高は3.9-4.2mである(農林部による工事前測量の1/1，000地図による)。

本地区周辺の条里地名は日野氏の比定によると、本地区を含み本堀集落の存在する里を本堀

里、その北の里を家中里、その北の里を駅ヶ里、本堀里の北西の里を榎田里、本堀里の西の小

津ヶ里集落を含む里を小津ヶ里.その南の永歌集落を含む里を永歌里、その束、本堀里の南に
のの

あたる里を野目ヶ里、その東を曽根ヶ里とする。本堀里の東と北東にあたる里の名称は不分明
(註 4) 

である。本堀里について現存する古文書で調べてみると、 8・9・17・21坪に関する記事が見

られ、これらは現在の国道385号線沿いに分布している。また、家中里と榎田里に関する資料

と考え合わせると、国道385号線付近には屋敷・畑地が多く、水はけのよいやや微高地だった

ことが推測される。

次にこれらの里が属する郷名を調べてみると、本堀里は本告・土師の両郷に属していたと知
(註6)註7) 

れる。家中里は土師郷、榎回里は加崎・束の両郷、小津ヶ里は加崎郷、永歌里も加崎郷、野目

ヶ里については古記録には残っていないが近世には本告郷となっている。曽根里(曽我部里)は

倉戸郷である。本堀里の東方の里名不明の 2つの里についてみてみると、北の里については嘉

元 2 (1304)年5月9日付本告季基譲状写に
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とあり、大依が中郷に属していたことがわかる(近世も同郷)。神納村は近世には本告郷である。

以上のことから当地区付近の郷の範囲を推定してみると、神埼駅付近一帯に範囲を持つ土師

郷が北から一部本堀里に入り込んできている。本堀郷に属する他の里として河依里・牟田里が

あり、現在の大字本告牟田を中心とする郷と推測されるが、城原川と馬場川に挟まれた地域に

範囲を持つ加崎郷に分断された形で当地区から野目ヶ里集落付近に広がっている。当地区を含

む本告郷の東に中郷・南に倉戸郷が所在する。なお榎田里を東郷とする正平22年の資料は、郷

の範囲からみれば誤記かあるいは他の原因を考えねばならないであろう。

調査は、本堀里 lの坪から24の坪にかけて南北に幅1.2m、長さ337mの試掘溝を設けて行な

第37図 神埼町・三田川町調査対象地区試掘溝位置図 (1/25.000)
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った。基本土層は第四図の通りである。四層までの深さは1-1.5mほどである。南にいくに従

ってIII・W層は見られなくなる。

検出された遺構は溝跡5条で、試掘溝北端から測って217m、219m、287-288m、308-310

m、319-327m付近で、それぞれ検出された。これらを北より A-E溝跡とする。

A溝跡は幅0.7m・深さ0.2m、B溝跡は幅0.3m・深さO.lmで、いずれも試掘溝に直交して

東西に走る。埋土は両溝跡とも暗灰色粘質土で遺物は出土しなかった。

C溝跡は幅0.8m・深さ0.2mで試掘溝に対してやや斜行する。埋土は暗灰色の肌理の細かい

砂質土である。遺物は検出きれなかった。

第38図 埋没条里確認、調査神埼町田道ヶ里地区試掘溝配置図
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D耳専問、

回道ヶ里地区A-E溝跡実i則図第四図

D溝跡は幅O.5m・深さO.7m試掘溝に対しやや蛇行しながら斜行する。埋土は暗褐色の腐植

土で、埋土中に木の枝・業等の植物遺体を多く含む。

E溝跡、は幅O.5m・深さO.2mで試掘溝内で大きく屈曲する。埋土は暗褐色の腐植土で、植物

遺体を多〈含む。

以上の調査で人工遺物は全く検出されず、時間的背景は確認できなかったが、土層から見て

湿地帯ないし数次の水図面が存在したと考えられ、 最下層より検出された溝跡は堺筋であった

この付近は ホ芦原かだったと言われており、 調査の

これが土師郷と本告郷境の設定

可能性がある。地元の言い伝えによると、

結果を裏付ける ものである。湿地帯が広がっていたとすれば、
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に何らかの関係があったことが推測される。

本告牟団地区(第40図)は、神埼町大字米菩牟自に所在する。城原川の西、国道34号線より

南の地区が工事の対象となったため、主に環濠集落の実態を確認するために調査を行なった。
(註11)

当該調査に併行して、神埼町教育委員会が幹線水路部分について発掘調査を行なっており、当

該調査は補足調査である。ここでは、地理的歴史的背景と調査結果の概述を行ない詳しい考察

は本調査の結果報告に倹ちたい。

環濠集落については、米倉二郎氏によるとホ環濠集落かという名称、は用いられていないが「戦

国時代になると治安が乱れたので、各村落では一軒一軒の民家も堀をめぐらし、村全体も堀で
(註13)

幾重にも囲んだ」という。また深川保氏は 「中世」に「平坦地域に住む土豪等が防衛上その居

館を中心に堀をめぐらした」ものを「いわゆる環濠集落と」し、 「濠内には家子郎党、下人・

従者を一団とした武士団が居住し、平時は農業を営む者もあった」とされる。環濠集落成立の

主体を農村共同体とするか、武士固ないし武士化する土豪ととらえるかは、環濠集落として同

定する上で大きな論点となるところである。また防衛的要因だけでなく、居住地の排水や交通

的要因等地理学的概念を含めホ環濠集落かを更に広義にとらえることもできる。これまでにい

わゆる環濠集落の発掘調査が行なわれたことがなく、その性格・構造を知る上で今回の一連の

調査の持つ意義は非常に大きいといえる。

1111確認調査地区 』宇品』
昭和60年度神埼町調査分

L-----.ll一一一一

第40図 埋没条里確認調査神埼町本告牟団地区試掘溝配置図
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本告牟田集落一帯は以前から「本告牟田遺跡(中世遺物

散布地)Jr牟回城(中世城館跡)J として周知されていた。

集落内には「館の内」といっ地名が残っており、牟田城の

中心であろうと考えられていた。 、本告牟田H という地名

については、条里制に起因するものとして、建武 2(1355) 

年の資料に本告郷の内に「牟田里」が見え、当地域周辺に

比定される。 r牟田」という地名からすれば当初は相当の

湿田であったろう。牟田城については延文 5 (1360)年8

月12日および11月付高木貞房・龍造寺家経・龍造寺家平の
(設15)

軍忠状で、同年6月29日に神崎庄松崎・本告両城で合戦が

あり、その後姉河・牟田城に(菊池方が)障を張ったこと

がわかる。これらの資料中の本告城・牟田城は同じ城を指

すものと思われる。この合戦を含め肥前における治乱興亡

は、江戸時代に成立した 『九州治乱記J (r北肥戦史J)か詳

しいが、この中に「斯くて近代執行は江上に招かれ、竹原

に在城し、本告は牟田に居城を取構えたりu とある。本告

氏は当初勅使として京師より櫛田宮へ下ってきていたがこ

の地に住みつき(一説に永久年中) r神埼庄鎮守高志・櫛

田両宮」の大宮司職に補任され、代々この職を務めている。

室町時代には武士化して「城持ち」の一人に数え られてい

た。

以上の資料から「本告牟田」は城及ぴ居住地の二面性を

持つ「環濠集落」で、その主は櫛田・高志神社の大宮司職を

務めており、家の子郎党も居住していたと考えられる。

調査は神埼町教育委員会が行なった地区の内「館の内」

に当たる部分の東側に、神埼町教委の設定したグリ ッ卜に

aι "二
I~一一--->d-- II 

I 灰褐色粘質土

II 褐色粘質土(しまりよ L、)VI

III 略褐色料il't土(ややしまりよし、)
W 黒褐色粘質土

V 暗灰色砂質土

羽白黒褐色粘質土

四 時灰色粘質土(遺物含む)
10m i .. vm 地山青灰色粘質土(しまりよ L、)

第41図 本告牟団地区遺構平面図 SD003溝跡土層図



あわせて、北に35X54m(A地区)、南に3.5X36m(B地区)の試掘溝を設けて行なった。そ

の結果、中近世期の遺構・遺物が検出された。検出された遺構は、 A地区で柱穴・杭穴と思わ

れる小穴約70個、土壌3基、溝跡2条、 B地区では小穴 9個、溝跡4条である。遺構の内一部

のものは掘り下げずに保存した。遺構は表土下約30cmで、検出された。検出きれる面の土質はA

地区で第41図の破線より北が灰色砂質土、南は黒色粘質土、 B地区は北が黄褐色と黒褐色の混

じった粘質土、南は灰褐色粘質土である。

表3 本告牟田地区確認調査遺構一覧表

OA 地区

遺構番号
規 模 (m)

出 土
長き 中高 深さ

S D 0 0 1 0.6 0.1 土師質土器(大皿)
S K 00 2 0.9 0.7 土師器椀・土鍋

中国青磁椀

遺 物

S D 0 0 3 (4.6) 1.7 土師器小皿・椀、摺鉢、火鉢、

イ蔚 考

10cm下げ保存
室町時代
近世

青磁・白磁・染付、陶器椀・袈他
SK004 1.6 0.9 
S K 0 0 5 1.1 0.9 0.3 摺鉢、陶器碗・察、白磁碗

OB地区

土師器小皿
土師器小片、陶器碗

表4 本告牟団地区確認調査出土遺物観察表

番号 遺構番号 種類 器種
法量 (cm)

胎土
口径器高

l A-SD003 青磁 香炉 10.8 8.2 灰白色
2 " 土師器 小皿 6.6 1.5 明褐色
3 A-SK005 白磁 碗 15.2 7.6 白色

4 " 陶器 摺鉢 灰褐色
5 B-SD002 土師器 小皿 7.1 2.1 明褐色
6 " H " 6.6 2.0 " 

て主ヲ2 てエZZ L主プイ

。

第42図 本告牟団地区確認調査出土遺物実jsIJ図

10cm下げ保存
近世

25cm下げ保存
近世
近現代、未掘

紬 備 考

緑色 3脚
糸切り(右)

白色 体部外面下半に
5本の沈線
糸切り(右)

" (左)
" " 

20cm 



- 50ー

1 .本告牟団地区(南東から)

A地区S0003溝跡(北から)

B 地区全景 (南から)

A地区SK005土壌遺物出土状況



(2) 三田川町

三田川町については、大字箱川の下藤集落の東一帯で園場整備が施行されることになり調査

を実施した。当該地区は標高 3m前後の低平な水団地帯である。日野氏の里名の比定によれば、

試掘溝を設定した筒所の北の里を上藤里、南の里を下藤里とする。いずれも近世の郷村帳に見

第43図 埋没条里確認調査三田川町箱川地区試掘溝配置図
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られる皇である。両里の西に接する里をそれぞれ

甲馬手里・乙馬手里とし、下藤里の南の里を南里

里とする。これらはすべて中郷に属する。東は三根

郡との境となっている。

調査は下藤里 2-5の坪にあたる部分に東西に

幅12m・長き370m、更にこの試掘溝の西端から

353m付近より南へ長さ59mの試掘溝を設けて行

なった。基本土層は第44図の通りである。検出さ

れた遺構は、溝跡、2条で試掘溝西端より 191m、

198-201 m地点でそれぞれ検出された。西のA溝

跡は幅0.95m、深さ0.25mで試掘溝内を南北に走

る。埋土は黒色粘質土で植物遺体を含む。東のB

i蕃跡は幅0.5m、深さ0.15mで試掘溝内を S字状

に蛇行する。埋土は黒色粘質土。いずれも人工遺

物は全〈含まず時期は不明であり、条里遺構との

係わりも確認できなかった。
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第44図 三田川町箱川地区遺構実測図(1/20) 
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(3) 白石町

白石町は大字属説について調査を行なった。当該地区は杵島山地東麓、標高3.6m前後の低平

な水田上に立地する。本地区の北部には妻山丘陵から延びる微高地があり、弥生時代~中世の

遺物散布地である馬洗上黒木遺跡や馬洗下黒木遺跡が所在する。当地区付近の条里的地割りを

みてみると、東部は白石平野の大部分を占めるやや東(N -16'-E)に偏った地割りが見られ、

西部は船野集落一常に見られるやや西 (N-14'-W)に偏った地割りが見られる。昭和59年度
~k i t，み民 λ

の確認調査で阿南集落東方の地区に試侃溝を設けたが、その結果現地割りの行われる以前に

本地区西部に見られる地割りに近い偏りを持った溝跡が検出された。また東偏した地割りが行

なわれている地域でも、本地区の西に見られる地割りに近い偏りを持つ斜向道路・溝渠が見ら

第45図 白石町・有明町調査対象地区位置図(1/25，000)
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第46図 白石町埋没条里確認試掘溝配置図

18m 

22m 

A 

21m 20m 

B ... 

II 

ー

24m 26m 

1 • H奇灰色粘土(耕作土)
II.県灰色料1質土

III 灰白色料iW土
上部30cm松は同変化して褐色化

第47図 白石町埋没条里確認調査検出議跡実測図(平面図1/120・土層図1/30)
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れることから、広範囲に西偏する条豆地割りが存在した可能性も考えられた。

当該地区の南には条里の坪の数え方が北西隅で起算し、南北隅に数える千鳥式であることを

示す「ーの坪J I二の坪」等の遺称が残っており、また地区の西部にも「西里」という地名が

残っている。

調査は対象地に東西に幅1.2m、長さ178mと105mの試掘講を設けて行なった。その結果、

東側の試掘溝で溝跡が一条検出された。幅約1.5m、深さO.4mで、南北に走る。埋土は黒灰色

粘質土で、基本土層の第H層との区別はできなかった。この溝跡を追って北へ拡張したところ、

ほぽ直角に東へ曲っていることが確認された。更に試掘溝東端で斜行する溝跡一条が検出され

たが、深いところでもO.3mで、ほとんどが削平を受けていた。前記溝跡の延長部に当たるもの

と思われる。溝跡からの遺物は検出きれなかった。

今回の調査で検出された溝跡は、当初仮定していたもの、現在の地割りとも偏りを異にして

おり、性格は不明である。

(4) 有明町

有明町は、杵島山地東麓、昨年度調査地区の北の標高1.8-2.2mの水田部について調査を行

なった。大字は、急白.声2主である。当該地区付近には尖;生・戸ヶ里・越皇などの条里制
に起因すると考えられる地名が残っていることや、 ri可上神社文書』 の内正応5(1292)年 8

月16日付「河上宮造営用途支配惣回数注文」の中に見える「公団分」の「六箇里保二十丁」が、

hm 

第48図 埋没条里確認調査有明町辺回地区試掘講配置図
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本地区付近に比定されることから調査を行なった。

調査は、稲佐神社参道沿いに東西に390m、南北に180mの試掘溝を設けて行なった。基本土

層は耕作土下約20cmで灰白色のいわゆる潟土が検出きれる。遺構としては小穴・土壌が検出さ

れたが、条里制に関連すると思われる畦畔等の跡は検出きれなかった。
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v.昭和60年度農業基盤整備事業に係る発掘調査の概要

1 .船石南遺跡(略号:F 1M) 

遺跡の所在地

三養基郡上峰村大字堤字一本谷

調査主体者

上峰村教育委員会

調査期間

昭和60年5月~昭和61年 1月

調査面積

4，500m' 

遺跡の概要 第49図船石南遺跡周辺地形図(1/25，000)

船石南遺跡は、佐賀平野東部、脊振山地の鎮西山 (202.1m)に源を持つ切通川左岸の河岸段

丘上、標高16mの水田部に立地する。地区北側には、昭和57年度の上峰村教育委員会による調

査で、支石墓・土器棺墓・古墳等が検出され、蛇行状鉄剣・蛇行状鉄矛等貴重な遺物が出土した

ことで知られる船石遺跡が所在する。また南西方には多数の竪穴住居跡が検出された一本谷遺

跡が存在する。更に地区東では船石工業団地の調査が行なわれ、土器棺墓群が検出されたが、

以前はこの付近をれ千人塚かと呼んだということで、調査前もこの一帯では大嚢片の散布や土器

棺墓が開口しているのが見られた。

調査は船石工業団地から延ぴる微丘陵及びその西の削平部分、南の水路予定地部分について

行なった。その結果検出された遺構は、弥生時代前期末~中期前半の土器棺墓545基・土壌墓49

基・石棺墓3基の他、弥生時代中期の竪穴住居跡l軒・後期の竪穴住居跡47軒・掘立柱建物跡

6軒等がある。なかでも中期前半の土器棺墓が多数検出された。出土した遺物は土器・石斧・石

庖丁等で、副葬品としては土器棺墓から検出された石剣 2点がある。1点は切先、もう 1点は

長さ20cmの完形品である。

今回の調査では、墓地がほぼ全掘され、また集落跡の一部も発掘できたので墓地や集落の構

成、集落内の社会状況を知る上で貴重な資料を得ることができた。また東西に連なる前期末の

土器棺墓と南北に列なる中期前半の土器棺墓が一部重なって検出されたので、土器棺の変遷を

知る好資料となろう 。

当該地区付近では農業基盤整備事業により今後更に発掘調査が行なわれることが予定きれて

おり、同地域内の資料が更に増加することにより同地域内の集落構造が明らかになるであろう。
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1 .船石南遺跡I区全景(南西から)

3. III区住居跡検出状況

5. 1区合口土器棺[出土状況
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2. III区全景(北から)

4. V区全景(南から)

6. 1区小児用土器棺出土状況



はん

2.本分遺跡(略号:HON) 

遺跡の所在地

三養基郡三根町大字西島

調査主体者

三根町教育委員会

調査期間

昭和60年 5月-7月

調査面積

800m' 

遺跡の概要 第50図 本分遺跡周辺地形図 0/25，000)

本分遺跡、は筑後川中流域右岸の自然堤防上に形成された、弥生時代を中心に中世まで続く遺

跡である。国道264号線沿いのラインは弥生時代の貝塚が多いが、本分遺跡もその代表的な遺跡

として知られている。今回の調査は I-VI区に分けて行なったが、その内比較的まとまって遺

構が検出されたのは I・II'VI区で、他は若干の小穴と遺物の散布が見られるのみであった。

I区は旧微高地の東端にあたる。検出された遺構は約50基の土壌及び小穴・井戸跡1基・竪

穴l基・溝状遺構2条である。年代は土壌SK219が中世であるほかは、いずれも弥生時代中期

~後期である。土壌は、円形・ 楕円形及ぴ隅丸長方形の三形態があり、規模はさまざまである。

隅丸長方形のもののうち SK206土墳の平坦底部の長軸両側方に板痕が認められたことから、木

棺墓が含まれている可能性がある。また竪穴SK202の埋土中位に厚き約30cmの炭化物及び‘灰の

層があり、籾殻・藁・獣骨が検出された。貯蔵穴と考えられるが、 j勇水が著しく、どのような

貯蔵機能を果したか一考する必要があろう。その他SE232井戸跡の埋土中には若干の貝層が見

られた。

II区も微高地の東端にあたる。約70基の土壌及び小穴 ・溝跡 l条等が密に切り合って検出さ

れた。年代は SK293土壌が古墳時代前期、 SD279溝跡が中世、他は弥生時代中期~後期であ

る。土壌は I区と閉じく各形態があり、貯蔵穴と考えられるが立地条件からみて問題が残る。

S D279溝跡は断面u字形で、東南隅の自然落ち込みに続いており、埋土上層に貝層が認められた。

VI区は周囲を溝渠に固まれた小区画にあり、井戸跡2基の他土墳・小穴数基が検出された。

遺構の年代は弥生時代中期~後期にわたる。

出土遺物は弥生時代の土器がほとんどで、他に古墳時代前期の土器、中世陶磁器、磨石・砥

石・石剣等の石製品、木製鍬1点、箔等の獣骨、カキを主とする貝類等がある。特に注目され

るのは I区の自然落ち込みから出土した鐸形土製品である。 l点は朝鮮式小銅鐸に近い古式形

態をなし、他の 1点は小片である。

今回の調査で検出された遺構は貯蔵穴を中心に井戸跡・溝跡が見られ、住居跡、が見られない

のは集落跡のはずれに当たるからと思われる。また出土遺物等賞重な資料を得ることができた。
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1 .本分遺跡I区全景(南から)

2. II区全景(東から)

3. 1区発掘調査状況

4.鐸形土製品

4 
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3.大曲遺跡群

O松本A遺跡(略号 :MMT-A)…l
O松本B遺跡(略号:MMT-B)…2 

遺跡の所在地

神埼郡東脊振村大字大曲字松本

調査主体者

東脊振村教育委員会

調査期間

昭和60年 5月-11月

調査面積

2，500m' 

遺跡の概要

第51図 大曲遺跡、群周辺地形図(1/25，000)

東脊振村は佐賀県の東部で脊振山系の南麓に位置し、高中位段丘が南北に細長く広がる丘陵
グ》た 1:ι

地帯である。大曲遺跡群はこれらの段丘の中の目達原段丘上標高27m付近に立地する弥生時代
みつながた ..i.t..こぐおかやま

から中世に至る遺跡群で、、周辺には青銅器や鉄器を出土した三津永田遺跡・二塚山遺跡などがあ

り遺跡の宮、度が高い地区である。

松本A遺跡は松葉地区の南側に広がる遺跡、で、現在多くは水田・畑地として利用されている。

調査は水路予定地と平面削平部で、確認できた遺構は発掘調査面積に比して少なかった。主な

遺構としては鎌倉~室町時代の大形土壌 l基・川状の落ち込み 2ヶ所・土壌l基・小溝跡l条

・小穴若干と、縄文時代以前にできたと思われる、いわゆる風倒木を多数検出することができ

た。遺構埋土の中からは、土師器を中心にして青磁・白磁器が散在した形で出土したが、小破

片が多く器種を十分に特定できるものは少なかった。

松本B遺跡は松葉地区の南東に位置し、松本A遺跡とは小さな川を隔てて隣接した範囲100

m四方の遺跡である。調査は平面削平部で、確認できた遺構の数は後世の撹乱の為に少なかっ

た。調査地は周辺より 50cmほど高い微高地になっており、遺構は最高所を中心に広がっている。

確認できた遺構は鎌倉~室町時代の I< Jの字形に屈曲した溝跡が 1条と、削平されて不明確

な小溝跡が数条、それに風倒木が5ヶ所検出できた。また、屈曲した溝跡の周辺には薄い包含

層が堆積していた。屈曲した溝跡からは土師器を中心に青磁・白磁器などの遺物が検出できた

が他の遺構からは遺物の出土はほとんどなかった。

松本B遺跡、は、大曲A・松本A遺跡などの大きな遺跡の周辺に立地する付属的色彩のある遺

跡であり、この遺跡だけで独立する性格をもっとは考えられない。

62 







1 .西石動A遺跡第 2・3地区全景(真上)

2.第 2地区SB212掘立柱建物跡(北から)

3.第 2地区SK203土壌(北から)

4.西石動B遺跡第1.t也区全景(西から)

5. S C016石棺墓

6. S B026掘立柱建物跡、 SH019竪穴住居跡、

7. S K020焼土穴(南から)
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5.大石遺跡(略号:0 I 5) 

遺跡の所在地

神埼都千代田町大字姉

調査主体者

千代田町教育委員会

調査期間

昭和60年10月

調査面積

500m' 

遺跡の概要 第53図 大石遺跡周辺地形図(1/25，000) 

大石遺跡、は千代田町の北西部、城原川の西方の標高 3-4mの沖積平野上に立地する。遺跡、

の西側には上黒井貝塚、西大石遺跡、東側には東大石遺跡、南側には黒井遺跡、黒井八本松遺

跡などの弥生時代~中世にかけての遺跡が点在している。また、遺跡じ南接して中世の環濠集

落が存在し、現在でも溝渠(クリーク)を利用した生活が営まれている。調査は、削平を受け

る微高地について実施した。

調査区中央には、「大権言」と刻み込まれた縦2m、横 1m、厚さ0.2mの長方形の自然石の立

石と、その下に伏石の 2個の石があり古くから支石墓ではないかと言われていた。また、付近

には弥生土器片が散布しており、遺跡の存在が推定されていた。しかしながら今回の調査で、

2個の自然石の下からは支石墓と考えられる主体部は検出できず 後世に盛られた人為的微高

地に祭られた信仰石碑であることが判明した。また周辺からは、弥生時代中期の遺物包含層を

検出したのみである。この包含層は、弥生時代中期の袈・査・高杯・器台・鉢などの土器類が

約20cmの厚きで堆積しており、南接する西大石遺跡との関連が想定された。

註 1 i;是 安信 『黒井八本松遺跡、J (千代田町文化財調査報告書第 5集)千代田町教育委員会 1986 

註 2 松尾被作 『佐 21 県下の支石妄り(佐:~Ct 県文化財調査報告書第 4 集)佐質県教育委員会 1965 
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1 .大石遺跡調査区全景

2.調査後全景
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6.上黒井良塚(略号:K K 1) 

遺跡の所右地

神埼'ItJi千代田町大字姉

調査主体者

千代田町教育委員会

調査期間

昭和60年11月~昭和61年 3月

調査面積

3，800m' 

遺跡の概要 第54図上黒井貝塚周辺地形図(1/25，000)

上黒井貝塚は、千代田町の北西部、城原川の西方の標高3-4mの沖積平野上に立地する。

遺跡の南方には黒井遺跡、黒井八本松遺跡、東方には大石遺跡、西大石遺跡、などの弥生時代を

中心とした遺跡が点在している。また東方の大石地区には、中世の環濠集落が存在し、現在も

溝渠(クリーク)を利用した生活が営まれている。調査は掘削を受ける水路部分、削平される

島状地についてA-Cの小調査区に分けて実施した。

A区からは、縄文時代晩期~中世の土壌・井戸跡・貯蔵穴・大小の柱穴の各遺構が検出され

た。中央に大きく広がる SK005土壌は、縄文時代晩期~弥生時代前期で I-III層に分れ、部分

的に貝層の堆積が見られた。遺物は襲・査・高材、等の土器類の他、獣骨が多量に出土し当時の

食生活の一端を知ることができた。

B区からは、弥生時代前期~中世の土壌・井戸跡・貯蔵穴・溝跡・大小の柱穴など多数の遺

構を検出した。遺構は中央部より西側、南側に集中し、北側、東側は稀である。出土遺物は、

弥生土器(喪・査・器台・高杯・鉢)・瓦器・土師器・青磁・白磁の土器類の他、石庖丁・石斧

・砥石・石鋲などの石器~fiが出土した。また注目される遺物としては、 S K057土壌より朝鮮

系の黒塗りの長頚査2点が、弥生時代中期初頭の遺物と共に出土した。

C区からは、弥生時代中期~中世の土壌・貯蔵穴・溝跡・大小の柱穴など多数の遺構を検出

した。遺構は全体に濃密で、 A.B区に比べると新しい時期の遺構が多くなる。出土遺物は弥

生土器(喪・壷・器台・高杯・鉢)・瓦器・土師器・瓦質土器・青磁・白磁の土器類の他、少量

の石器が出土した。

以上のように上黒井貝塚は、縄文時代晩期~中世にかけての長い間営まれた集落跡であり、

今回の調査で多くの資料を得ることができた。特にA区より検出した縄文時代晩期の土旗・大

小の柱穴は、有明海沿岸部地域では初めての発見て¥佐賀平野南部の古代史を解明する上で貴

重な発見となった。

註 堤 安f言 『黒井八本松遺跡、~ (千代田町文化財調査報告書第 5集)千代田町教育委員会 1986 
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1 .上黒井貝塚調査区全景(西から)

2.調査区全景(東から)

3. A区SK005土壌
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4. A区SK005土墳遺物出土状況

5. C区近景



7.柴尾遺跡(略号:S 80) 

遺跡の所在地

神埼郡千代田町大字用作

調査主体者

千代田町教育委員会

調査期間

昭和60年 7月-10月

調査面積

1，200m' 

遺跡の概要 第55図柴尾遺跡、周辺地形図 (1/25，000)

柴尾遺跡は千代田町の南部、城原川の西方の標高 3-4mの沖積平野上に立地する。遺跡の
(註)

南側には柴尾橋下流遺跡、西方には川崎遺跡 北方には下直烏貝塚など弥生時代~中世にかけ

ての遺跡が点在している。また北方の直鳥地区には、中世の環濠集落の直鳥城が存在し、現在

も溝渠(クリーク)を利用した生活が営まれている。調査は掘削を受ける水路部分について実

施した。

調査区はクリークを隔て柴尾橋下流遺跡と隣接しており、本来的には同一遺跡として考えら

れる。昭和56年佐賀市教育委員会が実施した柴尾橋下流遺跡の調査で、土墳・貯蔵穴・土器溜

・井戸跡・溝跡・大小の柱穴が検出きれ、出土遺物は弥生時代後期~中世までの各時期の遺物

が出土している。また佐賀平野南部では初めての長宜子孫連孤文鏡が出土している。

本遺跡、も性格が似ており、土壌17基・井戸跡15基・溝跡9条・嚢棺l基・大小の柱穴多数を

検出した。出土した遺物は弥生土器(嚢・査・器台・高杯・鉢・支脚)・古式土師器・土師器・

瓦器・青磁・白磁の他、砥石・石鋲・石庖丁などの石器類が出土した。

S D001溝跡より検出された嚢棺は、弥生時代後期のものである。出土状況より、この襲

棺は嚢棺墓として使用されたものではなく、意図的に溝に投げ捨てられたものと考えられる。

また、調査区に東西に流れる 3条の大きな溝跡は、約15m間隔で平行に走っており、何らかの

意味を持たせ掘られたものと考えられる。

以上のように柴尾遺跡は、弥生時代中期~中世にかけての集落跡であるが、中心は弥生時代

後期~古墳時代初頭である。この時期の遺跡は佐賀平野南部、有明海沿岸部において検出され

た例は少なく、この時期の生活等を解明するにあたり、貴重な資料を与えてくれた。

註 福田義彦 『柴尾橋下流遺跡J(佐賀市文化財調査報告書第14集)佐賀市教育委員会 1982 
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l 柴尾遺跡全景(南から)

2.遺構検出状況

3.遺物出土状況

4.遺物出土状況
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ゆくわお山ち

8.的小測遺跡(略号 IWO) 

遺跡の所在地

神埼郡神埼町大字的

調査主体者

神埼町教育委員会

調査期間

昭和60年 7月~昭和61年3月

調査面積

来ヲ6，000m'

遺跡の概要 第56図的小洲遺跡周辺地形図(1/25，000)
(詑)

的小淵遺跡は、神埼町の北部に所在する的遺跡群の 1つである。脊振山系南麓に派生する標

高26-39mの段丘上で、城原川左岸に立地する。的遺跡群は旧石器時代~中・近世に及ぶ広汎

な集落跡・墳墓群で、総面積136，000m'に及んでいる。これまでの調査で志波屋五本松遺跡(弥

生時代後期~古墳時代初頭の集落跡)、志波屋六本松遺跡(縄文・古墳時代集落跡)、船塚遺跡

(旧石器~古墳時代集落跡)、的五本黒木遺跡(弥生時代~古墳時代集落跡)等が知られている。

調査は、便宜的に 1-11区の調査区に分けて行なった。

調査の結果検出された遺構は、古墳時代後期の古墳6基、中世~近世に至る掘立柱建物跡23

+α 棟、土壌49基、井戸跡2基、棚ylJ1列、溝跡、64条である。

古墳は、複室両袖型の横穴式石室を内部主体とする円墳で、南に閉口している。周溝を検出

し、墳丘径11-15mである。遺物は、須恵器杯・高杯・提瓶、土師器査・高杯等の土器類、鉄

銭安・万子等の鉄器類、内行花文{方製鏡・耳環・勾玉等の装身具などの副葬品がある。

掘立柱建物跡は、 l間X2聞が7棟、 l間X3聞が3棟、 2間X2聞が8棟、 2間X3聞が3

棟、 2間X5聞が2棟て¥桁行は南北方向12棟、東西方向9棟である。このうち、 9区の建物

跡は周囲を溝により区画し、大型の建物が配置されており中心的な建物跡として興味深い。井

戸跡は 7区より検出し、平面円形で径3.8X3.4mの二段掘りで石積み井戸である。

出土した遺物は、平安時代末~鎌倉時代の土師器小皿・杯・椀・土鍋、石鍋、輸入陶磁器と

近世の土師器小皿・杯・銅銭が出土した。

以上のように、的小淵遺跡は、山麓地帯に多数分布する古墳群を形成する古噴の形態・構造

・規模など明らかにすることができた。また、中世~近世の集落形態を知る上で良好な資料を

数多く得ることができた。

註 八尋実・緒方祐次郎 『本告牟田遺跡、的小j拘l遺跡~ (神埼町文化財調査報告第13集)神崎町

教育委員会 1986 
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1 .的小減IJ遺跡III区全景(西から) 4. ST701古墳全景

2. N区全景 5. 4区S8403・404・405孤立柱建物跡

3. S T501古墳全景
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9.本告牟田遺跡(略号:MMT) 

遺跡の所在地

神崎君1I神埼町大字本告牟回

調査主体者

神埼町教育委員会

調査期間

昭和60年4月~昭和61年 2月

調査面積

7，300m' 

遺問、の概要

本告牟田遺跡は神埼町南部、城原川右岸に広がる標高約 3-3.5mの低温水団地帯に立地する。

以前より『本告城跡』として知られていた遺跡で、周囲をクリークによって固まれた環濠集落
〈ぐむた

め構造を有している。周辺には、莞牟田環濠集落遺跡、野田城跡、姉川城跡、横武城跡等中世

~近世にかけて形成された城館跡が集中的に分布している。

調査は、当遺跡を構成する通称『奥の浦.l(I区)・『館の内J(III区)と呼ばれている島を南北

に掘削される水路部分について実施した。その結果、掘立柱建物跡20棟以上・ 溝跡34条 ・井戸

跡3基 ・土壌墓8基・土壌等を検出した。遺構の大きな特徴として、各島内部を大小の講によ

って方形ないし長方形に区画し、その内部に建物跡等を配することがあげ、られる。 I区では、

東西・南北方向に規則的に掘削された溝跡により、 l辺約 8-10mの区画を形成し、内部に 1

-2棟の掘立柱建物跡が存在する。建物区画は、中央部の道路状遺構によって東西に 3区画を

配列している。I区の南半部では、中央部を東西に走る幅約10mの溝跡により 2分されそれぞれ

に掘立柱建物跡が存在する。南半の第8建物跡区内には、大形の掘立柱建物跡3棟以上と棚列

?が存在する。この区画は、建物廃絶後土墳墓が形成される。 3区は、当遺跡内で最も大規模

な島でI区同様溝跡により区画を形成する。この中で 第8建物区は南北30-35mの規模を有

し、掘立柱建物跡5棟以上を検出した。 1間X3間 ・2間x3問・ 3間X3間と 10間分の柱穴

亨IJがある。柱穴は、方形で一辺0.5-1.2m、深き0.3-1.5mと大形のものが多い。また、底面

には直径0.3-0.5mの丸太を半載した礎板をもっている。東半部は調査区外となる。第8建物

区の西には、溝跡を境に第7建物区が存在し、橋状遺構によって結ぼれている。 3区内ではこ

の2つの建物区のみに掘立柱建物跡が形成されている。

遺物としては、土師器小皿・杯、瓦質の鉢 ・摺鉢、 青磁、白磁、染付、木製品として漆器、

曲物、桶、 下駄、建築材などがある。

以上のように、当遺跡の内部構造は建物跡などの各施設単位で区画を形成し、環濠集落内部

の様相の一端を知ることができ、今後の研究にとって基準資料となる重要な内容をもっている。
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1 .本告牟田遺跡調査区全景(南から)

2. 1区北半建物区検出状況 (南から)

3. III区第8建物区全景(北から)

4.第8建物区掘立柱建物跡
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10.泉遺跡(略号 IZM) 

遺跡の所在地

佐賀市久保泉町大字下和泉

調査主体者

佐賀市教育委員会

調査期間

昭和60年 7月-8月

調査面積

1 ，200m' 

遺跡の概要 第59図 泉遺跡周辺地形図 (1/25，000)

泉遺跡は佐賀市久保泉町大字下和泉字三本栗に所在し、遺跡の範囲は同町大字上和泉にまで

及んでいる。脊振山系から南方に広がる平野には、いたる所に舌状の微高地・低丘陵があるが、

当遺跡もその基部の中ほどに位置している。標高は 8-9mをiulJ1)、近接する水田との比高は

0.5-1.0mを測る。当遺跡が立地する低丘陵は長さ300m程度であるが、部分的に畑地を水田に

転用しであるため、 2-3の丘陵に見える。

今回の調査で住居跡状遺構(竪穴遺構)・溝跡・土壌を検出した。住居跡状遺構は、南北2.97

m、東西4.6m、深さ0.29mをiulJる。壁面は比較的ゆるやかに掘り込まれており、床面はわずかな

起伏がある。遺構は黄褐色砂混じりの地山に掘り込まれており、床面には柱穴・炉跡等の堀り

込みは全〈検出しなかった。埋土は黒色土層と淡黒褐色土層に大別でき、その中から土師器小

皿の細片を微量検出した。いずれも細片のため時期判定は難しいが、その胎土からしておそら

く中世~近世の所産ではなかろうかと思われる。

このほか、土墳・溝跡等を検出したが、出土遺物が少なくその性格は不明である。

調査が部分的なものであったため、その全容はつかむべくもないが、遺構の規模、遺物の量

からして、今回の調査区は中近世期集落の周縁部にあたるものと考える。
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1 .泉遺跡S8001住居跡状遺構

2.構跡

3. 蒋跡



、、け うえさんはiんまつ

11.池の上三本松遺跡(略号 IUM) 

遺跡の所在地

佐賀郡大和町大字池上字三本松

調査主体者

大和町教育委員会

調査期間

昭和60年9月

調査面積

1，000m' 

遺跡、の概要 第60図池の上三本松遺跡周辺地形図(1/25，000)

池の上三本松遺跡は大和町の南部、東平川の東側に位置する。標高 5-6mの低湿地にあり、

池上部落の南側に隣接する。周囲には弥生時代の生活跡・洗場跡等が検出された久留間遺跡や

久留間カミ塚遺跡、弥生時代~古墳時代にかけての住居跡と中世の井戸跡を検出した禍回三本

松遺跡や禍回遺跡が存在する。また、池上部落の北西には大和町の史跡指定をうけた道善寺古

墳や現在も墓地として利用されている風楽寺古墳など町内に 6基ある前方後円墳のうち 2基が

池上地区にあることは古墳時代の重要な部分を占めていると思われる。今回発掘調査を実施し

た池の上三本松遺跡は工事前の確認調査の結果、約20，000m'の広がりを持つ遺跡と考えられて

いた。その中で、今回の工事により削平される水路部分の幅10m、長さ100mについて調査を実

施した。

調査の結果、中世の溝跡と土壌を検出した。出土遺物は、鎌倉時代の火鉢片・土鍋片・石鍋

片・軽石・龍泉窯系磁器片等である。

今回の調査は、水路部分という限られた狭い範囲

内での調査であったため遺跡の全貌を明らかにする

ことはできなかったが、本遺跡が中世の集落跡であ

ったことが判明した。また現在の池上地区は、すで

に鎌倉時代には集落として成立しており、中世の豪

族、於保氏の成り立ちと大きく係わってくると恵わ

れる。

註 1 七回忠志・松尾禎作 『久留間遺跡調査概報』

(佐賀県史蹟名勝天然紀念物調査報告書第10

集)佐賀県教育委員会 1951 

註 2 西田和己他『久留問カミ塚遺跡A地点 .8地点』

(佐~県文化財調査報告書第63集、同64集)

佐賀県教育委員会 1982 
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12.唐人廟遺跡(略号:T Z V) 

遺跡の所在地

佐fY君1;諸富町大字大堂字|箪内

調査主体者

諸富町教育委員会

調査期間

昭和60年 9月~昭和61年 3月

調査面積

3.000m' 
3.. i."_~ 

遺跡の概要 第61図唐人廟遺跡周辺地形図(1/25，000)

唐人廟遺跡は諸富町の北西部、標高2.8-2.9mの低平地に位置する。町の中央を南北に流れ

る新川と陣内・太田地区の地区境クリークとの接点付近に約25，000m'の広さを有する遺跡の存在

が確認された。遺跡は現在水田となっているが、標高2.98-2.88mと周辺の水図面よりやや高

くなっている。調査の対象となったのは、地区境クリークをほぼ中央にし、東方へ200m延び

る水路部分約3，000ぼである。調査区はクリークの蛇行の為、北岸の東側を 1区・ 2区、南岸を

3区に分け実施した。

l区は、接点から東に延びるクリークの第 1回蛇行部分東側に位置する。調査区の西側隅よ

り南側にかけて近世に埋没したと思われる S0001溝跡が東へ延ひoている。この溝跡北側部分に弥

生時代後期終末、古墳時代前期・後期、奈良時代、鎌倉~室町時代にかけての溝跡6条・井戸

跡14基 ・土壌 7 基・柱穴多数が検出された。遺構は西f~lj- 中央部分に集中し、東側に向かつて

少なくなる。標高は西側2.13m、中央2.16m、東側1.60mと東側に向かい緩やかに低くなる。

弥生時代後期終末~古墳時代前期の遺構が最も多く 新しくなるに従い少なくなる。特に調

査区中央北側に位置する井戸跡より弥生時代後期終末の大形嚢・中形喪・壷・広口壷・鉢等が

完形で多数出土した。広口壷は肥後沿岸地域に特徴的にみられる土器である。

2区は、 1区西側に位置する。調査区西側と東側にクリークと思われる溝跡が見られ、弥生

時代後期、鎌倉時代の井戸跡 l基・溝跡2条・柱穴等が確認された。

3区はクリーク南側部分に位置する。遺跡の南側隅に位置する部分で、遺構はあまり見られ

なかった。

この地域には、これまで弥生時代後期~古墳時代にかけての遺跡は確認されておらず、佐賀

平野の陸化を考える上で重要な遺跡である。
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1 .唐人廟遺跡 l区近景

2. 2区近景 (西から)

3. S E 742井戸跡

4. 1区東側調査風景
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13.馬洗上黒木遺跡(略号:M K K) 

遺跡の所在地

杵島郡白石町大字馬洗字上黒木

調査主体者

白石町教育委員会

調査期間

昭和60年9月-10月

調査面精

250m' 

遺跡、の概要 第62図馬洗上黒木造跡周辺地形図(1/2，5000) 

馬洗上黒木遺跡は、杵島山系北東部の191.5mの支峰より東に延びる丘陵麓の標高約3.5mの

水田部に立地する。本遺跡南の丘陵部付近には、妻山遺跡・馬洗下黒木遺跡・大渡下三本松遺

跡等の縄文時代~中世に渡る多くの遺跡が密集している。馬洗上黒木遺跡、も、以前より弥生時

代~中世の遺物散布地として知られていた。

調査の結果、約15cmの耕作土下に暗褐色粘質土の遺物包含層があり、その下の灰白色粘質土

に掘り込んだ遺構が検出された。検出された遺構は、溝跡4条・不定形落ち込み 1基等である。

溝跡のうち調査区中央を南北に走る S0002i書跡、は、長さ10.7m、幅約 1m、深さ約0.5mで調

査区内で完結する。 j毒跡の北端は土墳状を呈し、底面に藁灰状のものを薄く敷いており、また

木片等も見られた。中央から南部にかけては、埋土の下部に地山がブロック状に混入し、人為

的に埋められたことが考えられる。遺物としては、土師器・輸入陶磁器等の小片が見られた。

調査区南側で検出された S0004溝跡には低い畦状のものが付属して見られた。 SX003不定形

落ち込み遺構は調査区南東部にある。埋土は奈良~平安期の遺物包含層となっており、土師器

・須恵器等の土器が出土したが、一部撹乱が見られた。

馬i先上黒木遺跡、より出土した遺物としては、弥生時代中期を中心とする土器・土弾、古墳時

代土師器・須恵器、古代・中世の土師器・須恵器・磁器等のほか、妻山丘陵部に立地する遺跡

からの流れ込みと思われるサヌカイト・黒曜石の剥片、土錘・土鈴(第65図)等の土製品や地

区南側で鉄j宰と思われる鉱j宰・鉄製品・木杭等がある。これらの遺物は一般に磨耗しており小

片が多い。

今回検出された遺構は古代~中世の生活遺構のはずれにあたるものと思われるが、現在の耕

作地における遺物の散布状況から東の方へ延びる可能性がある。また、遺跡が宮、集している

ことが考えられる妻山丘陵の周辺遺跡にもあたり、これらの遺跡の様相を明らかにするための

資料を得ることができた。
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企第63図 馬i先上黒木造跡遺構配置図
‘第64図 S D002溝跡土層断面図(1/20)

V第65図土鈴実視IJ図

図版21 1，馬洗上黒木造跡全景(南から)

2. S D002溝跡(南から)
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見f昔遺跡、群周辺地形図(1/25，000)
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(略号:MKN 0)…l 

唐津市見借字野中・西の前・辻の尾

唐津市教育委員会

遺跡、の所在地

調査主体者

調査期間

第66図昭和60年 7月-9月

調査面積

4，615m' 

調査の概要

見{昔遺跡群は、唐津市西部を北流する佐志川の上流域にあり、当地域は、標高150-200mの

上場台地と平聖T部との接点としての要路となっている。遺跡は、標高20m前後の丘陵端部に立

地し、弥生~中世にいたる集落・墳墓群である。佐志川流域には女山古墳・惣原古墳群等があ

り、見{昔遺跡群は昭和59年に見借柳井町遺跡(弥生、古境、中世の集落)、見借倉瀬戸遺跡(弥

生、古墳時代の集落跡)が調査されている。

見{昔野中遺跡は、佐志川西側上流で合流する支流中代川の形成する校状谷に延び出す緩丘陵、

標高15-20mに位置する。検出された遺構は、古墳 1基・土壌 3基・集石遺構・柱穴・包含層等

で、古墳時代~鎌倉・室町時代(13-14世紀)のものを主体とする。古墳は丘陵の尾根筋に形

成されたもので径10mの周溝をもっ円墳である。主体部は大形の花樹岩で石室を織成するもの

と考えられるが、水田造成時に削平を受け遺存度は悪L、。土壌は、径1.0-2.0mの隅丸三角形

の平面形態を呈し、壁面が厚〈焼けるもので床面近くには多量の炭化物が検出された。包含層

は、土壌や円墳の周辺にあり中国製の青磁、白磁の碗・皿 褐粕四耳壷 須恵質裡鉢等が出土

また、欽津・窯壁破片が多量に出土しており、製鉄遺構(小鍛冶)の存在も窺わせるもした。

のである。

見f昔西の前遺跡、は、佐志川と中代川の合流地点に延び出す丘陵端にあり、標高1O-12mである。

遺溝は、柱穴・包含層・水田跡が検出された。柱穴群と包含層は弥生時代中期~古墳時代にい

たるもので、中世期に削平を受けている。水田跡と遺跡全体を被う包含層からは鎌倉~室町時

代の遺物が多量に出土した。遺物は、弥生土器、土師器の聾・壷・高材、.椀等があり、中国製

白磁、朝鮮の象鼠青磁等の陶磁器の他、滑石製品、陶硯、銅銭がある。また、高台内底
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に墨書のある陶磁器も出土している。

青磁、



見{昔辻の尾遺跡は、見借地区の中央に延びる丘陵の西側水田部にあたり、標高10mに立地する。

遺構は、平安時代末~鎌倉時代の水田遺構と包含層を検出した。水田遺構は、水田 4区画・畦

14・杭列27と水路等よりなり、水田は現存するもので面積約80m'と比較的小規松のものである。

平面形は長方形を呈し、この長軸が丘陵斜面]に平行になるように営まれ、畦は矢板等の施設の

ない微高状の凸部を形成するもので、丘陵に沿って各水目標高カ、低くなっている。杭列も水

路護岸杭と考えられ、打込み間隔は粕|になっている。水田内ltt柏層を中心に、白磁・青磁・褐

柄li陶器の他、土師質の皿、椀、黒色土器・瓦器等の土器類、陶硯・銅銭・滑石製品・砥石が出

土した O また、 自然遺物も多く有機質土層より検出され、炭化米等の種子Uiの他、加工品とし

て木礼状木製品・蓋・船形等も出土した。

以上のように佐志川上流域の見借地区は、弥生~古蹟時代以降古代交通路の拠点として重要

視される地域であり、昭和59年度の集落跡の調査、それに今回の各時代の遺構群の存在はこう

した要路「加周」の駅以後の周辺の様相を示すものと考えられる。

1 .見f品巡跡針遠景 2 見借聖f中遺跡全景

3.見他西の前ifi閥、包含層 4 .見(昔辻の尾遺跡水田跡、



15.名場越後回遺跡(略号:N A U) 

遺跡の所在地

唐津市枝去木名場越字後回

調査主体者

唐津市教育委員会

調査期間

昭和60年10月-11月

調査面積

l，700m' 

調査の概要 第67図 名場越後因遺跡周辺地形図(1/25，000)

名場越後回遺跡は、唐津市の西部の標高150-200m、東松浦玄武岩質安山岩の溶岩風化合地

である上場地域内の盆地状低地帯に位置する。遺跡、は、有浦川上流域の水田部に延び、出す標高

120m前後の丘陵端部に立地する。周辺の丘陵地には、中尾二ッ枝遺跡、校去木山中遺跡等の旧

石器~縄文時代の遺跡が数多く知られており、岸岳系唐津の古窯である小十窯跡は、南西3.5

kmの低地帯の最奥部にある。

遺構は、掘立柱建物跡14棟・土壌5基・井戸跡3基・溝跡・柵列及び柱穴群が検出され、掘

立柱建物群を主体とする集落跡と考えられる。また、遺構群の南側の谷に沿って、複数の堆積

層があり遺物包含層となっている。この包含層の中にも丘陵斜面に付設された護岸状石組み遺

構が認められ、この遺構下段に有機質層の堆積があり、水田遺構とも考えられた。掘立柱建物群

は、梁行・桁行がそれぞれ2問X2問、 3間X3問、 2間X4間等の構造規模をもつもので、

その棟方位による建物群の構成は南北 2群、遺構変遷としてはほぼ3期に分類される。また、

井戸跡・柵列・溝跡等の建物群に付設する施設も、こうした建物群に対応した状況が認められ

る。遺物には、包含層を中心に中国製青磁、白磁、青花染付の碗・皿、朝鮮の象恨青磁、李朝

陶磁器等の輸入陶磁器、美濃・瀬戸系の灰利皿、備前系のすり鉢、唐津系の皿・碗等の国産陶

磁器と、須恵質や土師質の鍋・火舎・皿が出土した。また、石鉢・石臼・砥石・銅銭・念珠玉

もあり、井戸跡、等からは桶底・蓋・木製品・柱様も検出された。

本遺跡は以上のように、室町時代後期(15-16世紀)の上場台地の集落様相を知る上で重要

なものである。遺物として多くの輸入陶磁器と同時に、日本国内各地の中世窯跡で生産された

陶磁器が出土し、また、これに伴って唐津系陶器の検出は室町期の商品としての陶磁器の流通

経済の一端を示すものであり、 16世紀後半とされる唐津陶創業期の問題に対しでも好資料にな

ると考えられる。
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1 .名場越後回遺跡全景(南から)

2.集落跡(北から)

3.包含層

4.井戸跡、
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16.馬郡遺跡(略号:MG 1) 

遺跡の所在地

神埼郡神埼町大字鶴

調査主体者

佐賀県教育委員会

調査期間

昭和60年8月~昭和61年 1月

調査面積

l，800m' 

遺跡の概要 第68図 馬郡遺跡周辺地形図(1/25，000)

馬郡遺跡、は、馬郡集落の南側、三本松川左岸の水田部から吉野ヶ里丘陵南端部の畑地にかけ

て広がる遺跡、である。標高7.5-9.5m。北側には弥生時代、古代~中世の遺物散布地である中

国遺跡・枝町遺跡が、東側の丘陵上には吉野ヶ里遺跡・回手一本黒木遺跡等の弥生時代~中世

の集落跡・墳墓跡が所在する。調査は 1-3区の水田部、 4区の畑地にわけて行なった。

l区は東側の丘陵部から西側の湿地帯に移行する部分にあたる。遺構は調査区の東端部の小

高い部分から小穴数個を検出したのみで調査区のほとんどは湿地帯であり、厚さ50cmほどの遺

物包含層が見られた。この包含層からは弥生~鎌倉時代の多量の土器、土製品(土錘・土弾)、

木製品(杭)及び自然遺物(桃などの植物種子)が出土した。

2区は西側の小高い部分から井戸跡・溝跡・小穴が検出された。井戸跡は平安時代のもので

二段掘りの掘り方内部に井戸材・井戸枠が良好な状態で残存していた。井戸内から土師器(杯)、

須恵器(杯)、瓦器碗、木製品(櫛 ・板)、 自然遺物(瓢箪の実 ・ドングリ類種子)が出土してい

る。

3区からは溝跡・土壌・柱穴が検出された。これらの遺構からは奈良~平安時代の土師器・

須恵器が出土したが小破片のため時代は明確にできない。 3区の南西部は段落ちになっており、

弥生時代前期の遺物包含層が検出された。

4区は吉野ヶ里丘陵の西端部にあたり、弥生~鎌倉時代の多数の遺構が密集して検出された。

弥生時代の遺構は土壌と柱穴で、遺物は土器・石器(石庖丁)が出土した。古墳~奈良時代の

遺構は竪穴住居跡・柱穴・土壌で竪穴住居跡内部に炉が見られた。掘立柱建物跡は 2X 2聞の

総柱で倉庫と考えられる。遺物は土師器・須恵器・ガラス小玉が出土している。平安~鎌倉時

代の遺構は土壌と柱穴で遺物は土師器(杯)・瓦器(碗・皿)が出土した。

以上の調査で吉野ヶ里遺跡の周辺遺跡である馬郡遺跡の西・南端部が確認できるなど多くの

成果があがった。また 2区で検出された平安時代の井戸跡は、板材や角材を用いた井戸枠がほ

ぼ完存しており貴重な資料となる。

。。。。



1 .馬郡遺跡、 1区全景(東から)

4. 4区全景(東から)

7. 2区井戸跡検出作業

2. 2区井戸跡検出状況

5. 4区遺構検出状況

8. 4区遺構検出作業
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3. 3区全景(西から)

6. 4区建物跡(東から)



VI. 京念 括

昭和60年度に実施した農業基盤整備事業に係る文化財調査のうち確認調査は、佐賀東部地区

で鳥栖市・基山町・北茂安町・三根町・上峰村・神埼町・千代田町・東脊振村の14地区、佐賀

西部地区で佐貨市・多久市・諸富町の 4地区、佐賀南部地区で武雄市・鹿島市・白石町・有明

町・太良町・ 嬉野町の11地区、佐賀北部地区で伊万里市・西有田町・浜玉町・相知町・北波多

村の 8地区、佐賀上場地区で唐津市・肥前町・玄海町の6地区である。また三田川町三田川工

区・東脊振村広域基幹林道・脊振村脊娠中部地区・三瀬村広瀬第 2地区・佐賀市嘉瀬地区・多

久市宿地区・大和町川上南部第 1・2地区・武雄市本部地区・北方町橋下地区・大崎地区・鹿

島市竹ノ木庭地区・塩田町北大草野地区・光武地区・西有田町黒岩地区・切楠農免道路・上内

野農免道路、玄海町棚僑地区については踏査を行なった。また神埼町・三田川町・白石町・有

明町については埋没条里確認調査を実施した。その他筑後川下流用水事業に係る文化財確認調

査は神崎町・三田川町・諸富町について行なった。

発掘調査は佐賀東部地区10遺跡、佐賀西部地区3遺跡、佐賀南部地区l遺跡、佐賀上場地区

3遺跡について実施した。以下確認調査については地区ごとに、発掘調査については各時代ご

とにまとめる。

文化財確認調査

佐賀東部地区 鳥栖市麓第二地区、基山町園部地区、北茂安町北茂安西部地区、三根町三根

東地区、上峰村上峰北部地区、神埼町六丁工区・竹原工区、千代田町直鳥工区、東脊振村下石

動工区・村先工区で遺跡の存在が確認された。麓第二地区では腰石以下のみではあったが、 7

世紀代の古墳が確認された。園部地区では土壌・小穴が検出されたが出土した遺物から奈良・

平安期の集落跡と考えられる。北茂安西部地区では lヶ所で、三根東地区にまたがって弥生時

代遺物包含層が、またその南の個所で土壌・議跡が検出され遺物より古墳~平安時代の集落跡の

存在が考えられた。また近世のものと思われる木柑墓も検出された。上峰北部地区では弥生時

代を中心とする集落跡が検出され、周年度発掘調査が行なわれた船石南遺跡との関連で注目さ

れる。六丁工区では 2地点で中世のものと思われる溝跡が検出されたが、本地区は環濠集落の

密集する地域でこれとの関連で興味が持たれる。竹原工区では広範囲で住居跡・井戸跡・土墳

が検出され弥生土器・須恵器・土師器が出土したが、特に古代官道の推定地で道路敷遺構が検

出されたことは、古代におけるこの地域の性格といつことからも興味深い。直鳥工区では幾つ

かの遺構と遺物包含層が検出され、出土した遺物から弥生時代~中世の集落跡、の存在が考えら

れる。下石動工区では幾つかのまとまりを持って遺構が検出されたが、出土した遺物から中世

を中心とする弥生時代~中世の集落跡と考えられる。村先工区では小穴が検出されたが、遺物
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と遺跡の立地から中世山城に関連した遺跡、である可能性がある。

佐賀西部地区 佐貨市久保泉西部地区・久保泉東部地区、諸富町大堂地区で遺跡、の存1:1:が確

認された。久保泉西部地区では、 i義跡及び弥生~古境時代の遺物包含層が検出された。久保泉

東部地区では溝跡・竪穴が検出されたが、出土した遺物から古墳時代~中世の生活跡と考えら

れる。大堂地区では 3地点で弥生時代~近世にわたる長期間営まれた集落跡が検出された。特

に中世~近世期の集落跡は太田城との関連で注目される。

佐賀南部地区 武雄市川登地区・桶地区、白石町白石西第 3・第4地区、時聖T町峨聖子西部地

区で遺跡の存在が確認された。川登地区・桶地区、白石西第 3地区では井戸跡・溝跡、・集石・

土壌等の遺構が検出され、出土した遺物より中世の集落跡と考えられる。白石西第4地区では

顕著な遺構・遺物は検出きれなかったが、現存する地割りから須古城の堀跡の存在が考えられ

る。嬉野西部地区では近世の掘立柱建物跡などの存在カ、確認された。

佐賀北部地区 伊万里市東山代西部地区、西有田町大山地区、北波多村北波多東地区で遺跡

の存在が確認された。東山代西部地区では弥生時代終末期~平安時代の遺物包含層が検出され

たが、特に双鳥唐草文鋭の出土は注目される。大山地区では小穴が検出されたが、出土した遺

物から中世の生活跡と考えられる。北波多東地区では中世の小穴・落ち込み及びその下より弥

生時代の遺物包含層が検出された。

佐賀上場地区 肥前町今泊地区で遺跡の存在か確認された。検出された遺構は遺物包含層な

どで、縄文土器・黒曜石製石器・剥片等が出土した。

筑後川下流用水事業 神埼町鶴地区・諸富町大堂地区で遺跡の存在が確認された。鶴地区で

は土墳・小穴が検出されたが、出土した遺物より弥生~古墳時代の集落跡と考えられる。大堂

地区では弥生~鎌倉時代の遺物包含層が検出された。

発掘調査

縄文時代 縄文時代の調査は従来上場地区・佐賀北部地区で主に行なわれてきたが、本年度

の調査のうち注目されるものとして千代田町上黒井貝塚の縄文晩期末の遺物があげられる。佐賀

平野平坦地での縄文時代に遡る遺物の出土はこれまでもいくらか指摘されたことがあるが、上

黒井貝塚である程度まとまって土器カ、出土したことは当地域の開発を考える上で重要な資料と

なるであろう。

弥生時代 本分遺跡で弥生時代中期~後期の集落跡の調査が行なわれ、土器・石器・木製鍬

等多くの遺物が出土した。特に弥生時代中期初~中頃の土器と共伴して出土した鐸形土製品 2

点は、これまで出土例の中でも古い時期のもののーっとして注目される。また船石南遺跡、でも

中期~後期の竪穴住居跡・掘立柱建物跡群が検出されたが、他に545基に及ぶ土器棺墓等の墓墳

の検出は貴重な資料であろう。その他西石動B遺跡(後期末)・上黒井員塚(前期~中期)・柴尾

遺跡(中期~後期)・唐人廟遺跡(後期末)・見借西の前遺跡等で集落跡等の調査が行なわれた。
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古墳時代 古墳時代の遺跡の調査は、本分遺跡 ・西石動B遺跡・的小測遺跡・柴尾遺跡・池

の上三本松遺跡 ・唐人廟遺跡・見借聖子中遺跡 ・見借西の前遺跡で行なわれた。このうち集落跡

の多くは弥生時代後期から引き続いて営まれたものである。墳墓については的小洲遺跡で後期

の円墳、見借野中遺跡で円墳がそれぞれ調査された。

古代(奈良・平安) 古代に係る調査として注目されるものに西石動B遺跡の調査があげら

れる。奈良時代の掘立柱建物跡が比較的まとまって検出されており、この中には 2X 9聞の大

きなものも含まれていることから、この地域の古代史を考・える上で貴重な資料である。このほ

か馬洗上黒木遺跡では遺物の包含が見られた。

中世(鎌倉 ・室町時代) 中世に係る調査は本分遺跡 ・西石動A遺跡 ・松本A遺跡 ・的小糊

遺跡・莞牟田遺跡 ・本告牟田遺跡 ・泉遺跡 ・池の上三本松遺跡 ・唐人廟遺跡 ・馬洗上黒木遺跡

・見借野中遺跡・見借西の前遺跡 ・名場越後回遺跡等がある。本年度調査したもののうち注目

されるのは莞牟田・本告牟田の環濠集落の発掘調査が初めて行なわれたことである。環濠集落

は佐賀平野の低湿地部に所在する特殊な集落形態で、当地区の開発過程を調べる一つの鍵とな

るものであろう 。また名場越後四遺跡でもまとまった中世の集落跡が調査されており、出土し

た遺物と共に貴重な資料である。

近世(安土・桃山・江戸時代) 近世に係る調査は的小技IJ遺跡 ・莞牟田 ・本告牟田両環濠集

落遺跡 ・泉遺跡 ・唐人廟遺跡で行なわれた。
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